
    
      
        
      
    

  











〈保護者のみなさまへ〉


本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「この町まちには、とくに情じょう報ほうはないみたいやな」

　11月がつの昼ひる下さがり。

　１匹ぴきの犬いぬが、公こう園えんの前まえに立たっている少しょう年ねんのもとへ駆かけてきた。

　少しょう年ねんは赤あかいフードをかぶっている。

　犬いぬは黄き色いろいフードをかぶっている。

　フシギとジミーだ。

「僕ぼくのほうも、目もく撃げきした人ひとはいなかったよ」

「そうか。ったく、青あおい傘かさの男おとこはどこにおるんや」

　数すうヶか月げつ前まえ。

　２人ふたりは、青あおい傘かさの男おとこがたびたび目もく撃げきされているという、ある森もりを訪おとずれた。

　だが、そこにいたのは『赤あかい骸がい骨こつ』という都と市し伝でん説せつの怪かい物ぶつだけだった。

　赤あかい骸がい骨こつの呪のろいを回かい収しゅうしたあと、２人ふたりは森もりの中なかを探さがしたが、結けっ局きょく、青あおい傘かさの男おとこを見みつけることはできなかった。

　以い来らい、２人ふたりは旅たびを続つづけながら青あおい傘かさの男おとこを追おっている。

　だが、今いままで手てがかりは何なにも得えられていない。

　今日きょうも、新あたらしい町まちに到とう着ちゃくしたので二ふた手てに分わかれて調しらべたものの、無む駄だ足あしに終おわったようだ。

「今こん回かいもまた空から振ぶりやったか」

　ジミーは、小ちいさなため息いきをついた。

　一いっ方ぽう、フシギは町まちを見みつめていた。

「呪のろいを回かい収しゅうしていけば、いずれまた、青あおい傘かさの男おとことも出で会あうはずだ」

　そう言いって、歩あるきはじめる。

「おい、どこに行いくんや？」

　ジミーがたずねると、フシギは「決きまっているだろう」と答こたえた。




「この町まちにある、呪のろいを回かい収しゅうするんだ」




「この町まちに!?」

　青あおい傘かさの男おとこのことを調しらべていく中なかで、フシギはこの町まちにも都と市し伝でん説せつの呪のろいが存そん在ざいしていることに気きづいたのだ。

「だったら回かい収しゅうせなな。けど、無む茶ちゃをしたらあかんで！」

　ジミーはフシギに注ちゅう意いした。

　すると、フシギは立たち止どまり、ジミーのほうを見みた。

「──何なにがあっても、僕ぼくは呪のろいを回かい収しゅうする」

　フシギはただそれだけを言いって、再ふたたび歩あるきはじめる。

「フシギ……」

　ジミーはそんなフシギの後うしろ姿すがたを、心しん配ぱいそうな表ひょう情じょうで見みつめた。
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「は～、お腹なか減へった～」

　放ほう課か後ご。

　小しょう学がく６年ねん生せいの峰みね岸ぎし麻あさ美みは、クラスメイトの木き元もと澄すみ香かと道どう路ろを歩あるいていた。

　最さい近きん、麻あさ美みはダイエットをはじめた。

　とくに太ふとっているわけではないが、ファッション雑ざっ誌しに出でてくるモデルのような体たい型けいになりたいと思おもっているからだ。

　今日きょうも朝あさごはんを食たべず、給きゅう食しょくも少すこししか食たべなかった。

「麻あさ美みちゃん、あんまり無む理りしないほうがいいと思おもうよ」

「別べつに無む理りなんかしてないよ。そりゃあ、お腹なかは減へるけど、読どく者しゃモデルみたいな体たい型けいになれたら、かわいい服ふくいっぱい着きられるでしょ！」
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　もうすぐ誕たん生じょう日びだ。

　麻あさ美みは親おやにかわいい服ふくを買かってもらおうと思おもっていた。

「そのためだったら、多た少しょうお腹なかが減へるぐらい平へい気きだよ！」

　麻あさ美みは精せい一いっ杯ぱい笑えみを浮うかべて強つよがった。

　やがて、澄すみ香かと別わかれ、麻あさ美みはひとり家いえへと続つづく路ろ地じを歩あるいていた。




　グウウゥ～～




　急きゅうにお腹なかが鳴なった。

（は～、やっぱり限げん界かいかも……）

　ダイエットをはじめて、食しょく事じだけではなく、お菓か子しもあまり食たべなくなった。

　そのためいつも空くう腹ふくだ。

（家いえに帰かえったら、ちょっとだけお菓か子しを食たべようかなぁ）

　麻あさ美みはそう思おもいながらも、すぐ頭あたまを大おおきく横よこにふった。

（ここで食たべたら、今いままでの努ど力りょくが無む駄だになっちゃうよね）

「我が慢まん我が慢まん！」

　麻あさ美みは鼻はな歌うたを歌うたって気きを紛まぎらわせながら、家いえへ帰かえることにした。




「あれ？」




　家いえの近ちかくに墓ぼ地ちがある。

　その墓ぼ地ちの前まえに、ひとりのおじいさんが立たっていた。

　うつむいているので顔かおはよく見みえないが、知しっている人ひとではなさそうだ。

　おじいさんはうつむきながら、手て招まねきをしていた。

「ええっと……」

　麻あさ美みは、おじいさんがほかの人ひとに手て招まねきをしているのかと思おもい、周まわりを見みる。

　だが、周まわりには誰だれもいない。

　道みちに迷まよって助たすけを求もとめているのだろうか？

「どうしたんですか？」

　麻あさ美みはおじいさんのそばに歩あゆみ寄よった。




　……タイ




「何なんですか？」
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　……タイ




「たい？」

　おじいさんはうつむいたまま、何なにかをつぶやいている。

「もしかして体たい調ちょうが悪わるいんですか？　今いま、お母かあさん呼よんできますね！」

　麻あさ美みはあわてて家いえにむかおうとした。

　そのとき──、




　ガシッ




　おじいさんが麻あさ美みの肩かたをつかんだ。

　おじいさんはそのまま麻あさ美みに顔かおをヌッと近ちかづけると、口くちを大おおきく開ひらいた。




　食たベタイィィィ──




　顔かおは瘦やせこけ、目めは血ち走ばしっている。

　口くちは、驚おどろくほど大おおきい。

「きゃっ！」

　麻あさ美みは思おもわず手てを払はらいのけると、おじいさんから離はなれた。




「麻あさ美み、どうしたの？」




　後うしろから声こえがした。

　見みると、買かい物もの袋ぶくろを持もった母はは親おやが立たっていた。

「お母かあさん、おじいさんが！」

　麻あさ美みは母はは親おやのそばに駆かけ寄よると事じ情じょうを説せつ明めいした。

　しかし、母はは親おやは顔かおをしかめながら、麻あさ美みを見みた。




「おじいさんなんて、どこにいるの？」




「えっ？」

　麻あさ美みは墓ぼ地ちのほうを見みる。

　しかし、誰だれもいない。

「さっきまでいたのに!?」

　母はは親おやのもとへ駆かけ寄よっている間あいだに、おじいさんはどこかへ行いってしまったのだろうか？

「ほらっ、帰かえるわよ」

「う、うん……」

　麻あさ美みは戸と惑まどいながらも、母はは親おやとともに家いえへ帰かえることにした。




　夜よる。

　麻あさ美みは食しょく卓たくのイスに座すわりながら、おじいさんのことを考かんがえていた。

（大だい丈じょう夫ぶだったのかな……）

　顔かお色いろはかなり悪わるそうだった。

　ちゃんと病びょう院いんに行いっただろうか？

「麻あさ美み、今日きょうはちゃんと食たべなさいよ」

　母はは親おやがそう言いって、夕ゆう食しょくを運はこんできた。

　今日きょうはハンバーグのようだ。

「分わかってるよ～」

　麻あさ美みはそう言いいながらも、ハンバーグを見みてゲンナリする。

（ダイエット中ちゅうに、こんなの食たべるわけないでしょ）

　麻あさ美みは一ひと口くちだけ食たべて、あとは残のこそうと思おもった。




　食たベタイ──




　どこからか、うなり声ごえが聞きこえた。

　瞬しゅん間かん、麻あさ美みは強きょう烈れつな空くう腹ふくに襲おそわれた。




「麻あさ美み、やめなさい！」




　突とつ然ぜん、母はは親おやが声こえをあららげた。

　麻あさ美みはハッとして我われに返かえる。

　すると、いつの間まにか、口くちのまわりがソースだらけになっていた。

「あなた、何なに考かんがえてるの！」

「わ、私わたし……何なにしたの？」

「何なに言いってるの!?　いきなりハンバーグをわしづかみにして食たべたじゃない！」

「えっ？」

　見みると、麻あさ美みは半はん分ぶんほどかじったハンバーグをつかんでいた。

　私わたしがハンバーグを？

　記き憶おくはないが、状じょう況きょうは確たしかにそうとしか思おもえない。

「何なに考かんがえてるのよ、まったくもう～」

　母はは親おやは呆あきれながら、タオルを持もってくるために洗せん面めん所じょにむかった。

「私わたし……」

　自じ分ぶんがいつハンバーグを手てに取とったのか、まったく覚おぼえていない。

　知しらない内うちに食たべてしまっていた。

（どうなってるの……？）

　麻あさ美みはぼう然ぜんとなってしまった。
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　翌よく日じつ。

　給きゅう食しょくの時じ間かん。

　麻あさ美みは、昨日きのうの夕ゆう食しょくの出で来き事ごとを、となりの席せきの澄すみ香かに話はなしていた。

「やっぱり、ダイエットなんかしないほうがいいよ」

　澄すみ香かはお腹なかがすきすぎて、麻あさ美みが無む意い識しきの内うちにハンバーグを食たべたのだと思おもっていた。

「やっぱりそうなのかなぁ……」

　麻あさ美みもそう思おもっていた。

　だが、ダイエットをやめるつもりはなかった。

　今日きょうも、少すこししか給きゅう食しょくを食たべていない。

「もっと気きを引ひきしめなくちゃね」

　麻あさ美みはそう言いうと、給きゅう食しょくを食たべ終おわることにした。




　食たベタイ──




　どこからか、うなり声ごえが聞きこえた。

　瞬しゅん間かん、麻あさ美みは強きょう烈れつな空くう腹ふくに襲おそわれた。




「麻あさ美みちゃん！」




　澄すみ香かが大おお声ごえをあげる。

　麻あさ美みがハッとすると、口くちの中なかに違い和わ感かんを覚おぼえた。

　食たべ物ものでいっぱいになっていたのだ。

　見みると、澄すみ香かの給きゅう食しょくのパンを、奪うばって食たべていた。

「麻あさ美みちゃんどうしたの！」

「えっ、えっと、あの、私わたしのパンと間ま違ちがえて……」

　あわててそう言いって誤ご魔ま化かしたが、澄すみ香かや周まわりのクラスメイトたちは、麻あさ美みを見みて怪け訝げんな表ひょう情じょうを浮うかべていた。




　放ほう課か後ご。

　麻あさ美みはひとり商しょう店てん街がいを歩あるきながら、給きゅう食しょくの出で来き事ごとを考かんがえていた。

（ぜったい普ふ通つうじゃないよね……）

　いくら空くう腹ふくでも、気きづかない内うちにあんな風ふうに食たべるはずがない。

　そのとき、麻あさ美みはあることを思おもい出だした。




（そう言いえば、あの声こえは何なんだったの……？）




　昨日きのうの夕ゆう食しょくのときも、今日きょうの給きゅう食しょくのときも、どこからか「食たベタイ」という声こえが聞きこえたのだ。

（あれって、幻げん聴ちょうなんかじゃないよね……）

　声こえは、不ぶ気き味みなうなり声ごえだった。

　墓ぼ地ちの前まえにいたおじいさんも、同おなじ言こと葉ばを言いっていたような……。




「おお、麻あさ美みちゃん、学がっ校こうの帰かえりかい？」




　ふと、八百やお屋やのおじさんが声こえをかけてきた。

　母はは親おやがよくこの店みせで買かい物ものをしていて、麻あさ美みもおじさんと顔かおなじみである。

「なんか元げん気きないね？　体たい調ちょうでも悪わるいのかい？」

「えっ、ううん、別べつにそうじゃないです」

（おじさんに相そう談だんしてもしょうがないよね）

　麻あさ美みは頭あたまを下さげると、そのまま去さって行いこうとした。




　食たベタイ──




　どこからか、うなり声ごえが聞きこえた。

　瞬しゅん間かん、麻あさ美みは強きょう烈れつな空くう腹ふくに襲おそわれた。

　麻あさ美みは、八百やお屋やの店てん頭とうに置おかれていたじゃがいもを手てに取とると、そのまま食たべようとした。




　そのとき、誰だれかがその手てをつかんだ。




　麻あさ美みは我われにかえる。

　となりを見みると、見み知しらぬ男おとこの子こが立たっている。
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　男おとこの子こは、犬いぬを連つれている。

　フシギとジミーだ。

「あ、あの……」

　麻あさ美みは、自じ分ぶんがじゃがいもを持もっていることに気きづき、驚おどろいた。

「麻あさ美みちゃん、どうしたんだい？　それ、買かうのかい？」

　八百やお屋やのおじさんが不ふ思し議ぎそうにたずねる。

「あっ、いえ、違ちがいます。すいません！」

　麻あさ美みは、じゃがいもを元もとの場ば所しょに置おくと、あわててその場ばから離はなれた。

「あっ、待まつんや！」

　フシギとジミーが追おいかけてくる。

「私わたし、盗ぬすむつもりとかなかったから！」

　麻あさ美みはそう言いって、逃にげるように道どう路ろの角かどを曲まがろうとした。




「キミは呪のろわれているんだ」




「えっ？」

　麻あさ美みは立たち止どまると、フシギのほうを見みた。

「どういうこと？」

「キミは不ぶ気き味みな老ろう人じんに出で会あっただろ？」

「不ぶ気き味みな老ろう人じん……、あっ！」

　墓ぼ地ちの前まえにいたおじいさんのことだ。




「あの老ろう人じんは『ヒモジイ』と言いうんだ」

「ひもじい？　ひもじいって確たしか、お腹なかがすいてる……みたいな意い味みだよね？」

「ああ。ヒモジイは、空くう腹ふくで死しんだ人にん間げんたちの霊れいが集あつまった存そん在ざいだ。とり憑つかれた人にん間げんは、空くう腹ふくに襲おそわれ、そのうち大たい変へんなことを起おこしてしまう」




「大たい変へんなこと？」

　たしかに、異い常じょうなほどお腹なかがすいている。

　だが、あの老ろう人じんが霊れいだったなど信しんじられない。

「どうしておじいさんのことを知しってるのか分わからないけど、霊れいなんて存そん在ざいするわけないでしょ！」

　麻あさ美みはにらむようにフシギを見みつめた。

　すると、ジミーがかぶっていたフードを外はずした。

「この世よには、俺おれみたいに信しんじられへんもんが存そん在ざいするんや」

「い、犬いぬが！」

「犬いぬやない、俺おれは人じん面めん犬けんや。だから、フシギの言いったことを信しんじろ。えらいことが起おきる前まえに、呪のろいを回かい収しゅうするんや！」

　ジミーはそう言いって麻あさ美みに迫せまった。




「こないで！」




　このままこの場ばにいたら危き険けんだ。

　麻あさ美みはあわててその場ばから逃にげ出だした。

「ああ、なんで逃にげるんや！」

「そりゃあ、いきなりキミに迫せまられたらね」

　フシギはそう言いうと、逃にげて行いく麻あさ美みをじっと見みつめた。




「彼かの女じょのことは、僕ぼくがなんとかする」




「フシギ……」

　ジミーはフシギを頼たのもしく思おもう。

（だけど……）

　だがなぜか、ジミーはまた心しん配ぱいそうな表ひょう情じょうを浮うかべた。
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（あれは一いっ体たい何なんなの??）

　麻あさ美みは必ひっ死しに走はしりながら、家いえにむかっていた。

　少しょう年ねんが何なに者ものなのか分わからない。

　しかし、あの犬いぬは幻まぼろしなどではなかった。

　やがて、家いえの近ちかくの墓ぼ地ちの前まえをとおった。

　ここを過すぎれば、すぐ家いえに着つく。

　麻あさ美みは一いっ心しん不ふ乱らんに、墓ぼ地ちの前まえを走はしり抜ぬけようとした。




　食たベタイ──




　突とつ然ぜん、声こえがした。

「今いまのは！」

　あのおじいさんが言いった言こと葉ばだ。

　麻あさ美みは墓ぼ地ちのほうを見みた。

　だが、墓ぼ地ちの前まえには誰だれもいなかった。

　空そら耳みみだったのだろうか？

　少しょう年ねんは、あのおじいさんは霊れいだと言いっていた。

　麻あさ美みはなんだか怖こわくなり、家いえへと走はしった。




「お母かあさん！」




　家いえの門もんを開あけると、麻あさ美みは急いそいで玄げん関かんのドアを開あけた。

　母はは親おやの顔かおを見みれば安あん心しんできる。

　麻あさ美みは靴くつを脱ぬぎ捨すてると、家いえの中なかに駆かけ込こもうとした。




　食たベタイ──




　どこからか、あのうなり声ごえが聞きこえた。

　瞬しゅん間かん、麻あさ美みは強きょう烈れつな空くう腹ふくに襲おそわれた。




「麻あさ美み、帰かえってきたの？」

　リビングのドアから、母はは親おやが顔かおを出だした。

　すると母はは親おやは、玄げん関かんを見みて目めを大おおきく見み開ひらいた。




「きゃああああ！」




（お母かあさん、どうしたの？）

　麻あさ美みはそう思おもいながら、母はは親おやに近ちかづく。

「こないで！」

　母はは親おやはあわててリビングの中なかに逃にげる。

　麻あさ美みは訳わけが分わからず、そんな母はは親おやを追おってリビングに入はいった。




　食たベタイ──　食たベタイ──




　またあの声こえが聞きこえる。すぐ近ちかくだ。

（どこから聞きこえてるの??）

　部へ屋やを見み渡わたすが、キッチンの近ちかくで怯おびえている母はは親おやしかいない。

（お母かあさんが言いったの??）

　麻あさ美みは母はは親おやのほうへ近ちかづこうとした。




「いや、こないで!!」




　突とつ然ぜん、母はは親おやはそばにあったコップを投なげつけた。

（きゃ！　お母かあさん、何なにするのよ！）

　麻あさ美みは母はは親おやの行こう動どうに驚おどろき、さらに近ちかづく。

（ねえ、お母かあさん、どうしたの??）

　麻あさ美みは母はは親おやの目めの前まえに迫せまった。




　ガチャ




　麻あさ美みの手てがなぜか、母はは親おやの横よこにある冷れい蔵ぞう庫このドアを開あけた。

（えっ？）

　そのまま、中なかに入はいっていたハムを手てに取とる。

　次つぎの瞬しゅん間かん、麻あさ美みはそれを自じ分ぶんの口くちの中なかに放ほうり込こんだ。

　自じ分ぶんの意い思しに反はんして、身体からだが勝かっ手てに動うごく。

（どういうこと!?　何なにこれ、どうなってるの!?）




　食たベタイ──　食たベタイ──




　またあの声こえがした。

　今いままでよりもはっきりと大おおきい。脳のう内ないに直ちょく接せつ響ひびいている感かん覚かくだ。

　その声こえに導みちびかれるように、麻あさ美みは冷れい蔵ぞう庫こにあった大だい根こんを手てに取とると、むさぼるようにかじった。

「きゃあああ!!」

　母はは親おやが悲ひ鳴めいをあげる。

（私わたしどうしたんだろう……そんなことより、お腹なか減へった。何なにか、食たベタイ……）

　麻あさ美みは冷れい蔵ぞう庫このそばにあった食しょくパンを食たべると、棚たなに置おいてあったまんじゅうも食たべた。




「食たべたい──、食たべたい──、食たべたい──、食たべたい──」




　麻あさ美みは食たべ物ものを求もとめてリビングのほうに行いくと、テーブルの上うえに置おいてあった煎せん餅べいも食たべる。

「食たべたい食たべたい食たべたい食たべたい食たべたい食たべたい──」

　手ての届とどく範はん囲いの食たべ物ものを食くらい尽つくした麻あさ美みは、リビングを練ねり歩あるく。

　そのとき、リビングに置おいてあった姿すがた見みに、麻あさ美みの姿すがたが映うつった。




　食たベタイイィィィ




　それは、あの墓はかの前まえにいたおじいさんそのものだった。




　ヒモジイになった麻あさ美みはさらに食たべ物ものを求もとめてまわりをうろつく。

　すると、部へ屋やの隅すみで震ふるえている母はは親おやが見みえた。

　その姿すがたを見みて、麻あさ美みは血ち走ばしった目めを見み開ひらき、にやりと笑わらった。

　そして、驚おどろくほど大おおきな口くちを開ひらいた。




「食たベタィィィィ！」




　麻あさ美みは口くちを開ひらいたまま走はしると、母はは親おやにかぶりつこうとした。




「やめろ！」




　フシギが部へ屋やに飛とび込こんできて、麻あさ美みを止とめた。

　アアアア!!

　麻あさ美みはフシギの腕うでに噛かみつく。

「ぐっ！」

「フシギ！　いったん離はなれるんや！」

　部へ屋やに駆かけ込こんできたジミーが叫さけぶ。

　しかし、フシギは離はなれようとしなかった。




「彼かの女じょを助たすけるなら、チャンスは今いましかない──」




　アアアア！！！

　麻あさ美みはさらにフシギの腕うでに噛かみつく。

　フシギの顔かおがゆがむ。

　だが、その目めはヒモジイになった麻あさ美みをじっと見みつめていた。

[image: ]

「もう大だい丈じょう夫ぶだ──」

　瞬しゅん間かん、フシギは麻あさ美みを強つよく抱だきしめた。

　その手てには、真まっ赤かな手て帳ちょうを持もっていた。




　セラテイロノ　セツウイロノ　シャ・エイ




　フシギは呪じゅ文もんを唱となえる。
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　次つぎの瞬しゅん間かん、麻あさ美みの身体からだから奇き妙みょうなマークが現あらわれ、キラキラと輝かがやき、開ひらかれたページに反はん転てんして写うつし取とられた。

　麻あさ美みがその場ばに倒たおれる。

　その姿すがたは、元もとの麻あさ美みに戻もどっていた。

「麻あさ美み！」

　母はは親おやは、ようやくこの場ばにいたのが麻あさ美みだと気きづき、あわてて駆かけ寄よった。




「大だい丈じょう夫ぶ。気きを失うしなっているだけだ」




　フシギは噛かまれた腕うでを押おさえながらそう言いう。

「フシギ、大だい丈じょう夫ぶか!?」

　ジミーがそばにやってくる。

　そんなジミーに、フシギは「平へい気きだ」と淡たん々たんと答こたえた。




「行いこう。次つぎの町まちへ──」




　フシギは手て帳ちょうをしまうと、そのままリビングを出でて行いった。

「フシギ……」

　フシギはたしかに、麻あさ美みを助たすけてくれた。

　しかし、腕うでには怪け我がをしてしまった。

（フシギには人ひとを助たすけてもらいたいけど、そのために自じ分ぶんをおろそかにしてええっちゅうことやない……）

　フシギに、人ひとの命いのちをおろそかにしてはいけないと伝つたえたのは、ジミーだ。

　だが、それはフシギに自じ分ぶんの命いのちを大だい事じにしてほしかったからでもある。




（だけどこのまま呪のろいをすべて回かい収しゅうしたら、フシギはどの道みち、死しんでまう……）

　フシギはそれが分わかっていながら、旅たびを続つづけている。

（俺おれはただ、フシギに生いきていてほしいだけなんや。笑え顔がおで幸しあわせに暮くらしてほしいだけなんや……）

　それなのに、人ひとを助たすけてほしいと言いってフシギを危き険けんな目めに遭あわせている。

　フシギが死しんでしまうのを、どう回かい避ひすればいいのか分わからずにいる。

（俺おれは……、俺おれは……、一いっ体たいどうすればええんや??）

　ジミーはひとり、歯はがゆい気き持もちになっていた。

























（はあ～、今日きょうもまたこの時じ間かんがきちゃった……）

　昼ひる休やすみ。

　小しょう学がく５年ねん生せいの近こん藤どう太た一いちは、窓まど際ぎわの自じ分ぶんの席せきに座すわって、小ちいさなため息いきをついていた。

　親おやの仕し事ごとの都つ合ごうでこの学がっ校こうに転てん校こうしてきて、３ヶか月げつが経たった。

　しかし、未いまだに友とも達だちができず、毎まい日にちさびしい思おもいをしていたのだ。

　母はは親おやは「早はやく新あたらしい学がっ校こうでもお友とも達だちを作つくりなさい」と言いう。

　しかし改あらためて考かんがえると、どうやれば友とも達だちが作つくれるのか分わからなかった。

（友とも達だちって、気きづいたらなってるものだと思おもってたもんなぁ……）

　普ふ通つうの休やすみ時じ間かんは短みじかいが、昼ひる休やすみはかなり長ながい。

　太た一いちはいつものように机つくえの上うえに顔かおをふせて寝ねたふりをすると、午ご後ごの授じゅ業ぎょうがはじまるのを待まっていた。




「ほんとに存そん在ざいするんだって！」




　ふいに、そばの席せきから声こえが聞きこえた。

　顔かおをあげて見みてみると、クラスメイトの志し木き谷や宏ひろ彦ひこが、森もり田た尚なお也やたち男おとこの子こ３人にんとしゃべっていた。

「そんなのありえないよ」

　尚なお也やたちは怪け訝げんな表ひょう情じょうを浮うかべている。

　だが、宏ひろ彦ひこはもう一いち度ど「ほんとなんだってば」と強つよい口く調ちょうで言いった。




「ほんとに、旧きゅう校こう舎しゃに『黒くろい猫ねこの霊れい』が出でるんだよ！」




　話はなしによると、宏ひろ彦ひこはこの小しょう学がっ校こうの卒そつ業ぎょう生せいである３歳さい年とし上うえの兄あにから、ある噂うわさを聞きいたという。

　それは、旧きゅう校こう舎しゃに現あらわれる黒くろい猫ねこの霊れいの噂うわさだ。

　黒くろい猫ねこの霊れいは、旧きゅう校こう舎しゃの中なかをさ迷まよっているらしい。

　宏ひろ彦ひこは、それをこの目めで見みてみたいと思おもっていたのだ。

「ねえ、放ほう課か後ごみんなで行いこうよ！」

　宏ひろ彦ひこはこういう怖こわい話はなしが大だい好すきらしい。

　しかし、尚なお也やたちはあまり乗のり気きではないようだった。

（黒くろい猫ねこの霊れいかぁ……）

　太た一いちもそういう話はなしは大だい好すきだ。

　前まえの学がっ校こうでは、友とも達だちとよく肝きも試だめしや怖こわい噂うわさのあるスポットを探たん険けんしたことがあった。

（どれもただの噂うわさで、何なにも出でてこなかったけどね……）

　それでも、みんなと一いっ緒しょにそういうスポットに行いくのは楽たのしかった。

（この学がっ校こうでも同おなじようなことができたらなぁ……）

　太た一いちがそう思おもっていると、宏ひろ彦ひこがふと口くちを開ひらいた。




「だけど、霊れい感かんがある子こがいないと、猫ねこの霊れいは現あらわれないかも」




「宏ひろ彦ひこくん、どういうこと？」

「お兄にいちゃんが言いってたんだよ。霊れいは霊れい感かんのある人ひとに寄よってくるって。僕ぼく、霊れい感かんなんてないからさ」

　それを聞きき、尚なお也やたちも口くち々ぐちに「僕ぼくもないよ」と答こたえた。

「だよねえ。霊れい感かんがある子こが友とも達だちにいればなぁ」

　宏ひろ彦ひこはガックリと肩かたを落おとした。

（友とも達だち……）

　その言こと葉ばに、太た一いちは反はん応のうした。

（霊れい感かんがあれば……もしかして、友とも達だちに……？）

　太た一いちはハッとすると、反はん射しゃ的てきに立たち上あがり、宏ひろ彦ひこたちのほうを見みた。




「あ、あの！　僕ぼく、霊れい感かんがあるんだけど！」




「えええ??」

　宏ひろ彦ひこたちが驚おどろきの声こえをあげる。

「近こん藤どうくん、ほんとに霊れい感かんがあるの？」

「え、あ、うん。ちょっとだけだけど、ほらっ、これが証しょう拠こだよ」

　太た一いちは手ての指ゆびでキツネを作つくった。

「手てでキツネを作つくったとき人ひと差さし指ゆびと小こ指ゆびがくっつくと、霊れい感かんがあるって言いわれてるんだ」

　それは、前まえの学がっ校こうで流行はやっていた霊れい感かんのある人ひとの見みつけ方かただった。

　太た一いちは人ひと差さし指ゆびと小こ指ゆびをくっつけてみせる。

　霊れい感かんなどないが、手てがやわらかく指ゆびがくっつくのだ。
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「おおお！」

　宏ひろ彦ひこたちも手てでキツネを作つくって指ゆびをくっつけようとするが、誰だれもくっつかなかった。




「近こん藤どうくん、すごいよ！」




　宏ひろ彦ひこが目めを輝かがやかせながら、太た一いちのほうへ駆かけ寄よった。

「ねえ、僕ぼくたちと一いっ緒しょに旧きゅう校こう舎しゃに行いこうよ！」

「えっ、ええっと」

「ねえ、いいでしょ！　お願ねがい！」

　宏ひろ彦ひこは笑え顔がおで太た一いちの手てをにぎる。

　太た一いちは今いまさら噓うそとは言いえず、作つくり笑わらいを浮うかべながら大おおきくうなずいた。
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「よし。みんな、誰だれにも見みられてないよね？」

　放ほう課か後ご。

　宏ひろ彦ひこたちは、体たい育いく館かんのそばにある旧きゅう校こう舎しゃの前まえにやってきた。

「霊れいなんていないと思おもうんだけどなぁ」

「そうそう、やっぱり時じ間かんの無む駄だだよねぇ」

　尚なお也やたち男おとこの子こ３人にんは、渋しぶ々しぶ宏ひろ彦ひこに付つき合あっているようだ。

「霊れいはほんとにいるんだって！　ねっ、そうだよね！」

　宏ひろ彦ひこは、いちばん後うしろにいる太た一いちにたずねた。

「えっ、あ、う、うん。いると思おもうよ。うん、多た分ぶん」

「何なにか霊れい的てきなものを感かんじる？」

「霊れい的てきなもの??　ええっとそれは……」

　太た一いちは宏ひろ彦ひこにうながされるように旧きゅう校こう舎しゃを見み上あげるが、当とう然ぜん何なにも感かんじなかった。

（だけど、ここで正しょう直じきに話はなしたら、友とも達だちになってもらえないよね……）




「う、うん、ちょっとだけ感かんじるよ。霊れいの気け配はいがする」




「やっぱりそうなんだ！」

　宏ひろ彦ひこが勝かち誇ほこったかのように尚なお也やたちを見みる。

「まじかよ……」

「なんだか、ちょっと怖こわくなってきたかも……」

　尚なお也やたちも太た一いちの言こと葉ばを信しんじたようで、急きゅうに怯おびえだした。

　旧きゅう校こう舎しゃは、30年ねんほど前まえまで使つかっていたらしい。

　しかし、今いまは閉へい鎖さされていて物もの置おきのようになっている。

　太た一いちは入いり口ぐちのドアを見みた。

　ドアノブのところにチェーンが巻まかれ、中なかに入はいれないようになっている。

「どうやって入はいるの？」

　太た一いちは宏ひろ彦ひこに聞きいた。

　まさか、窓まどを割わって入はいるとか言いい出だすのではないだろうか？

　もしそうなら、「やめよう」と言いって、霊れい探さがしを中ちゅう止しにしようと太た一いちは思おもった。

　だが、宏ひろ彦ひこは「大だい丈じょう夫ぶだよ」と笑わらった。

「お兄にいちゃんが言いうには、裏うら口ぐちのドアが開あいてるんだって」

　どうやら先せん生せいたちは、いらなくなった荷に物もつをいつでも置おくことができるように、そのドアだけは普ふ段だんから鍵かぎを閉しめていないらしい。

　宏ひろ彦ひこは「行いってみよう」と言いうと、一いち同どうを裏うら口ぐちへと誘さそった。




「ここだね！」

　校こう舎しゃの裏うら手てにやってきた宏ひろ彦ひこは、ドアの前まえに立たった。

　鉄てつ製せいのドアはあちこち錆さびていて、見みるからに古ふるそうだ。

　鍵かぎが閉しまっているかどうかを確かく認にんするまでもなく、すでに半はん分ぶん開あいたままの状じょう態たいになっている。

「こういうのを、『頭あたま隠かくして尻しり隠かくさず』っていうんだよね」

　宏ひろ彦ひこがケラケラと笑わらう。

　一いっ方ぽう、尚なお也やたちは笑わらう余よ裕ゆうなどなさそうだった。

　それは、太た一いちも同おなじである。

　怖こわくはなかったが、噓うそがばれるのではとヒヤヒヤしていたのだ。

「行いくよ」

　宏ひろ彦ひこは意い気き揚よう々ようと、ドアから中なかに入はいった。

　尚なお也やたち３人にんも身みを寄よせ合あいながら、それに続つづく。

（やっぱり、行いくしかないよね……）

　こうなったら、最さい後ごまで噓うそを吐つき通とおすしかない。

　太た一いちはため息いきをつくと、意いを決けっして、中なかに入はいることにした。




　校こう舎しゃの中なかは、薄うす暗ぐらかった。

　窓まどの多おおくが台たい風ふうで窓まどガラスが割われないようにと、木きの板いたが取とり付つけられているせいだ。

「これを持もってきて正せい解かいだったね」

　先せん頭とうを歩あるく宏ひろ彦ひこは、所しょ属ぞくしている放ほう送そう部ぶから持もってきたという懐かい中ちゅう電でん灯とうをつけ、辺あたりを照てらした。

　あちこち物ものが置おかれている。

　どれもかなり埃ほこりをかぶっているようだ。

「近こん藤どうくん、どう？　何なにか感かんじる？」

「えっ、あ、う、うん、気け配はいは感かんじるよ……」

「そっか！　これはほんとに猫ねこの霊れいが現あらわれるかも！」

　宏ひろ彦ひこは笑えみをこぼしてますます興こう奮ふんする。

　一いち同どうは、１つ１つ教きょう室しつを確かく認にんしながら、校こう舎しゃの中なかを進すすんで行いくことにした。




　１階かいを見み終おわり、２階かいにやってきた。

　宏ひろ彦ひこは、教きょう室しつを確かく認にんするたびに、太た一いちに霊れいがいるかどうかたずねた。

　そのたびに、太た一いちは「気け配はいを感かんじる」と言いい、誤ご魔ま化かしていった。

　だが、３階がいを見み終おわり、４階かいまでやってきたとき、宏ひろ彦ひこが急きゅうに立たち止どまった。




「ねえ、近こん藤どうくん。ほんとに霊れい感かんあるの？」




「えっと、どういうこと？」

「だって、ぜんぜん猫ねこの霊れいが現あらわれないだろう？」

　宏ひろ彦ひこは怪け訝げんそうな表ひょう情じょうで太た一いちを見みつめる。

「そ、そんなこと言いわれたって……」

　このまま宏ひろ彦ひこに嫌きらわれたら、友とも達だちになどなってもらえない。

（何なんとかしなくっちゃ……）

　太た一いちは、わざとらしく「ああっ！」と声こえをあげた。




「今いま、猫ねこがいたよ！」




　太た一いちは宏ひろ彦ひこたちの後うしろを指ゆびさす。

「えええ??」

　宏ひろ彦ひこはふりかえると、懐かい中ちゅう電でん灯とうで廊ろう下かを照てらした。

「どこにいたの!?」

「一いっ瞬しゅん影かげが見みえたんだ。だけどどこかに逃にげたみたい！」

「霊れいだった？」

「うん！　半はん分ぶん透すけてた！　あっ、今いま、鳴なき声ごえが聞きこえた！」




「どこ？　どこにいるの??」




　宏ひろ彦ひこは一いっ気きに盛もり上あがり、４階かいの教きょう室しつを調しらべはじめる。

「鳴なき声ごえって……」

「そんなの、僕ぼくたち聞きこえなかったよね……」

　尚なお也やたちは顔かおを見み合あわせ、震ふるえていた。

　そのとき──、




「うわああ！」




　奥おくの教きょう室しつから宏ひろ彦ひこの悲ひ鳴めいが聞きこえた。

「どうしたの??」

　太た一いちたちはあわてて宏ひろ彦ひこのもとへ駆かけ寄よる。

　宏ひろ彦ひこがいたのは、図ず工こう室しつだ。

「あれ!!」

　宏ひろ彦ひこは懐かい中ちゅう電でん灯とうで、教きょう室しつの壁かべを照てらした。

「あああ！」




　そこには、黒くろい猫ねこがいた。




「うあああ！」

　尚なお也やたちがのけぞる。

　太た一いちも恐きょう怖ふで宏ひろ彦ひこにしがみつくが、何なにかがおかしい。

「あれって……」

　怯おびえながらも、太た一いちは照てらされた黒くろい猫ねこをじっと見みつめた。




　それは、壁かべに貼はられた１枚まいの絵えだった。




「絵え、だよ……」

「絵え??」

　宏ひろ彦ひこや尚なお也やたちも、黒くろい猫ねこのほうを見みた。

「ほんとだ……」

　だが、その絵えはただの黒くろい猫ねこが描えがかれたものではない。




　その猫ねこには、目めが３つもあった。




「三みつ目めの猫ねこ……」

　太た一いちは不ぶ気き味みな絵えを前まえにして、ごくりとつばを飲のみ込こむ。

　そんな太た一いちに、宏ひろ彦ひこが声こえをかけた。

「ねえ、この絵えから、霊れいの気け配はいを感かんじたりする？」

「えっ？」

「もしかして、この絵えが猫ねこの霊れいが現あらわれる原げん因いんじゃないのかなって思おもって」

「そ、それは……」

　ここで何なにも感かんじないなどと言いえるはずがない。




「うん。感かんじるよ。すごく感かんじる。鳴なき声ごえも聞きこえるよ。不ぶ気き味みなオーラも出でてる。多た分ぶん、霊れいが現あらわれたのは、この絵えが原げん因いんだよ！」




　太た一いちは次つぎ々つぎと適てき当とうなことを言いい続つづけた。

　すると、尚なお也やが声こえをあげた。

「もういいよ！」

　尚なお也やは恐きょう怖ふで身体からだを震ふるわせていた。

　ほかの２人ふたりも完かん全ぜんに怯おびえきっている。

「こんなところにいたら、黒くろい猫ねこの霊れいに襲おそわれちゃうよ！」

「だいたい、近こん藤どうくん、怖こわすぎるよ！」

「えっ??」




「僕ぼくたち帰かえるから！」




　尚なお也やたちはそう言いうと、逃にげるように教きょう室しつから出でて行いった。

「あっ、みんな！　ちょっと！」

　宏ひろ彦ひこは尚なお也やたちを追おって廊ろう下かに出でるが、彼かれらはそのまま階かい段だんを下おりて行いってしまった。

「何なんだよ～」

　宏ひろ彦ひこは尚なお也やたちの態たい度どに呆あきれる。

　一いっ方ぽう、太た一いちは宏ひろ彦ひこのそばにやってきて、苦にが々にがしい表ひょう情じょうを浮うかべた。

（どうしよう、怖こわがらせすぎちゃった……）

　このままでは友とも達だちになどなってもらえない。

　太た一いちは宏ひろ彦ひこに、尚なお也やたちを追おいかけようと言いおうとした。




　ニャアアァァ




　突とつ然ぜん、どこからか猫ねこの鳴なき声ごえがした。

「えっ、鳴なき声ごえ??」

「また聞きこえたの??」

　宏ひろ彦ひこは懐かい中ちゅう電でん灯とうで辺あたりを照てらす。

「ねえ、どこ？　どこから聞きこえたの？」

「どこって……」

　どうやら、宏ひろ彦ひこには聞きこえていなかったようだ。

　とそのとき、宏ひろ彦ひこの後うしろに何なにかが見みえた。

　猫ねこだ。

　黒くろい猫ねこが、いつの間まにか宏ひろ彦ひこの後うしろにいた。

（野の良ら猫ねこ……？）

　太た一いちはそう思おもいながら、目めを凝こらす。

　すると、猫ねこがこちらに顔かおをむけた。




　その顔かおには、３つの目めがあった。




「うあああ！」

「近こん藤どうくん、どうしたの!?」

「そこに三みつ目めの猫ねこが！」
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「えええ??」

　宏ひろ彦ひこは足あし元もとに懐かい中ちゅう電でん灯とうの光ひかりを当あてるが、困こん惑わくした表ひょう情じょうを浮うかべる。

「そんなのいないよ!?」




「えっ？」




　宏ひろ彦ひこには、鳴なき声ごえだけではなく、猫ねこの姿すがたも見みえていなかったのだ。




　シャアアアア！！！




　次つぎの瞬しゅん間かん、猫ねこが鋭するどい爪つめを出だし、襲おそいかかってきた。

「あぶない！」

　太た一いちは宏ひろ彦ひこの腕うでを引ひっぱり、それをよける。

「どうしたの??」




　シャアアア　シャアアア




　黒くろい猫ねこが、三みつ目めで太た一いちたちをにらむ。

「逃にげよう!!」

　太た一いちは宏ひろ彦ひこの腕うでをさらに引ひっぱると、あわててその場ばから走はしり出だした。
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　太た一いちは宏ひろ彦ひこを連つれ、階かい段だんを駆かけ下おり、３階がいにやってきた。

「近こん藤どうくん、ちょっと待まって！　ねえ、ねえってば！」

　だが、宏ひろ彦ひこは太た一いちの手てを振ふり払はらうと、立たち止どまってしまった。

「志し木き谷やくん、早はやく逃にげないと！」

「どうして逃にげるんだよ？　猫ねこの霊れいがいたんでしょ！」

「そう！　本ほん当とうにいたんだ！」

「本ほん当とうに？」




　ニャアアァァ




　突とつ然ぜん、階かい段だんの下したのほうから鳴なき声ごえが聞きこえた。

　太た一いちが顔かおをむけると、薄うす暗ぐらい階かい段だんを、小ちいさな物ぶっ体たいが上のぼってくる。

　それは、あの三みつ目めの黒くろい猫ねこだ。

「どうして!?」

　４階かいにいたはずなのに。

　太た一いちが戸と惑まどっていると、階かい段だんの上うえからも鳴なき声ごえが聞きこえてきた。




　ニャアアァァ




　なんと、上うえからも、まったく同おなじ姿すがたをした三みつ目めの黒くろい猫ねこが下おりてきた。

「そんな！」

　黒くろい猫ねこは、１匹ぴきではなかったのだ。




　シャアアアア！！！




　２匹ひきの黒くろい猫ねこは同どう時じに太た一いちたちに襲おそいかかってきた。




「こっちだ！」




　３階がいの廊ろう下かから声こえが響ひびいた。

　見みると、フシギとジミーが立たっている。

「早はやくくるんだ！」

　太た一いちは訳わけが分わからないまま、宏ひろ彦ひこを連つれ、フシギたちのそばに駆かけ寄よった。

「近こん藤どうくん、この人ひと誰だれなの??」

「分わからないよ。っていうか、この人ひとは見みえてるの??」

「２人ふたりとも、しゃべってる場ば合あいやないで！」

　ジミーが太た一いちたちにそう言いった。

「犬いぬがしゃべった！」

「うわああ！　犬いぬの霊れいまでいたんだ！」

「俺おれは霊れいやない。ただの人じん面めん犬けんや！」

　そのとき、廊ろう下かのむこうから、猫ねこの鳴なき声ごえが聞きこえてきた。




　ニャアアァァ




　２匹ひきの猫ねこがいた階かい段だんとは、反はん対たい側がわだ。

　フシギは、その廊ろう下かのほうを見みながら、目めだけを太た一いちにむけた。

「キミは、この校こう舎しゃの中なかで、黒くろい猫ねこの霊れいがいると噓うそをついた。そのせいで、黒くろい猫ねこの霊れいたちがあの絵えの中なかから生うみ出だされてしまったんだ」

「えええ??」

「近こん藤どうくん、噓うそってなんだよ？　霊れい感かんがあるって噓うそだったの??」

「そ、それは」

「霊れい感かんがあってもなくても関かん係けいない。あの絵えは、この校こう舎しゃで霊れいがいると言いった回かい数すうだけ、黒くろい猫ねこを生うみ出だしてしまうんだ」




　ニャアアアアアアア




　廊ろう下かの暗くら闇やみの中なかから、十数すう匹ひきもの三みつ目めの黒くろい猫ねこが現あらわれた。

「お前まえ、どんだけ噓うそをついたんや！」

「そ、そんなこと言いったって！」

　太た一いちはあまりの猫ねこの多おおさにたじろぐ。

「何なんだよ、何なにがどうなってるんだよ??」

　猫ねこが見みえない宏ひろ彦ひこは状じょう況きょうが理り解かいできず、パニックになっていた。

「大だい丈じょう夫ぶや。とにかく落おち着つくんや。俺おれとフシギが何なんとかする！」

　ジミーは、宏ひろ彦ひこに優やさしくほほえみかけた。




「く、くるな、化ばけ物もの!!」




　だが、宏ひろ彦ひこは逆ぎゃくに怖こわがり、その場ばから逃にげ出だした。

「おい、助たすけにきた相あい手てに化ばけ物ものって！　ってか、そっちは！」

　宏ひろ彦ひこが逃にげたのは、十数すう匹ひきもの黒くろい猫ねこがいる方ほう向こうだ。




　シャアアアア！！！




　黒くろい猫ねこたちは一いっ斉せいに鋭するどい爪つめを出だし、宏ひろ彦ひこに襲おそいかかった。

「志し木き谷やくん!!」

　太た一いちは宏ひろ彦ひこのもとに駆かけ込こむと、彼かれをかばうように抱だきしめた。




　シャアアアア！！！




　１匹ぴきの黒くろい猫ねこが太た一いちの身体からだを爪つめで引ひき裂さこうとする。

　しかしその瞬しゅん間かん、太た一いちの目めの前まえに誰だれかが立たちふさがった。

　フシギだ。

　そのまま猫ねこの鋭するどい爪つめが、フシギの身体からだを攻こう撃げきした。

「ぐあっ！」

「フシギ！」

　十数すう匹ひきもの黒くろい猫ねこがフシギに襲おそいかかる。

　それでも、フシギは太た一いちたちの前まえから離はなれようとしなかった。

「じっと、しているんだ──」

　フシギは太た一いちたちにそう言いった。
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「フシギ！　くそっ！　フシギに何なにするんや！」

　ジミーは怒ど鳴なり声ごえをあげると、助たすけに行いこうとした。

　だが、下か半はん身しんに激げき痛つうが走はしった。

「ぬおわあ！」

　見みると、２匹ひきの黒くろい猫ねこが、鋭するどい爪つめでジミーの尻しりをつかんでいた。

　階かい段だんのところにいた猫ねこたちだ。

「いたたた！　くそっ、離はなれろ！」

　ジミーは必ひっ死しに猫ねこたちを振ふり払はらおうとした。

　一いっ方ぽう、フシギは猫ねこたちの攻こう撃げきを受うけながらも、手て帳ちょうを開ひらき、呪じゅ文もんを唱となえようとしていた。

　しかし、黒くろ猫ねこたちは素す早ばやく、なかなか手て帳ちょうをむけることができない。

　そのとき、１匹ぴきの猫ねこがフシギのわきを通とおり抜ぬけ、太た一いちたちに迫せまった。

「よけるんだ！」

「うわああ!!」

　太た一いちは無む我が夢む中ちゅうで宏ひろ彦ひこを押おし倒たおし、猫ねこをよける。

「わあっ！」

　衝しょう撃げきで、宏ひろ彦ひこは持もっていた懐かい中ちゅう電でん灯とうを落おとした。

　すると、懐かい中ちゅう電でん灯とうの光ひかりが、襲おそいかかってきていた猫ねこの顔かおに当あたった。




　ニャア、アア！




　瞬しゅん間かん、黒くろい猫ねこの動うごきが一いっ瞬しゅん止とまった。

「──そうか」

　フシギはそれを見みてハッとすると、太た一いちたちに声こえをかけた。




「くるんだ！」




　フシギは懐かい中ちゅう電でん灯とうを拾ひろうと、走はしり出だした。

「志し木き谷やくん、行いこう！」

「ど、どうして??」

「分わからないよ！　だけどあの人ひとに付ついて行いかなきゃ！」

　太た一いちは宏ひろ彦ひこを連つれ、フシギのもとへ走はしる。

　３人にんはそのまま階かい段だんを駆かけ下おりた。




　シャアアアア！！！




　黒くろい猫ねこたちは毛けを逆さか立だて怒いかり狂くるうと、フシギたちを追おう。

　ジミーの尻しりをつかんでいた猫ねこたちも、階かい段だんへと走はしって行いく。

「フシギ！」

　ジミーは痛いたみに顔かおを歪ゆがませながらも、その後あとを追おった。




　２階かいを過すぎ、１階かいへ下おりる。

「どこや！　どこに行いったんや??」

　ジミーはけんめいにフシギたちを探さがした。

　そのとき、１階かいの廊ろう下かから猫ねこたちの鳴なき声ごえが聞きこえてきた。

「フシギ！」

　ジミーは鳴なき声ごえがした場ば所しょへと走はしる。




　そこは、男だん子しトイレだ。




　トイレの奥おくに、太た一いちと宏ひろ彦ひこがいる。

　２人ふたりの前まえには、十数すう匹ひきの黒くろい猫ねこたちが集あつまっていた。

「どういうことや!?」

　ジミーは入いり口ぐちからそれを見みつめ、あわててフシギを探さがす。

　しかしフシギはどこにもいない。

　まさか、フシギは２人ふたりを見み捨すてたのだろうか？

「くそっ！　なんでや、フシギ!!」

　ジミーはショックを受うけながらも、太た一いちたちを助たすけようとトイレに駆かけ込こんだ。




「大だい丈じょう夫ぶだ」




　すると、トイレの入いり口ぐちの陰かげに、フシギが隠かくれていた。

　次つぎの瞬しゅん間かん、太た一いちが何なにかを突つき出だした。

　それは、懐かい中ちゅう電でん灯とうである。

「やあああ！」

　太た一いちは黒くろい猫ねこたちにむかって懐かい中ちゅう電でん灯とうの光ひかりを当あてた。




　ニャア、アア




　瞬しゅん間かん、猫ねこたちの動うごきが止とまった。

「猫ねこは強つよい光ひかりに弱よわい。急きゅうに光ひかりに当あたると一いっ瞬しゅん動うごけなくなるんだ」

　猫ねこの霊れいでも、それは変かわらなかったようだ。

　フシギは猫ねこたちのそばへと歩あゆみ寄よると、真まっ赤かな手て帳ちょうをむけ、呪じゅ文もんを唱となえた──。
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　旧きゅう校こう舎しゃの外そと。

　すでに日ひが落おち、すっかり夜よるになっていた。

　太た一いちと宏ひろ彦ひこは、ぼう然ぜんと旧きゅう校こう舎しゃを眺ながめていた。

「あ、あの……」

　ふと、太た一いちは宏ひろ彦ひこに声こえをかけた。

「霊れい感かんがあるなんて噓うそを言いってごめん……。だけど、僕ぼく、友とも達だちがほしくて……」

　太た一いちはなぜ噓うそをついたのか、正しょう直じきに話はなした。

　すると、宏ひろ彦ひこは「最さい低ていだよ」と文もん句くを言いった。

「そう、だよね……」

　太た一いちは泣なきそうな表ひょう情じょうでうつむく。

　だが、そんな太た一いちに、宏ひろ彦ひこは手てを差さし出だした。




「だけど、近こん藤どうくんは僕ぼくのことを助たすけてくれた。だから、もう友とも達だちだよ」




　宏ひろ彦ひこはそう言いって笑わらう。

　太た一いちはそんな宏ひろ彦ひこを見みて、思おもわず笑えみがこぼれた。

「帰かえろう」

「う、うん……」

　今日きょうの出で来き事ごとをみんなに話はなしても多た分ぶん信しんじてもらえないだろう。

　太た一いちも宏ひろ彦ひこも、みんなに噓うそつきと思おもわれたくなかったので、このことは２人ふたりだけの秘ひ密みつにすることにした。




　夜よ道みち。

　フシギとジミーは道どう路ろを歩あるいていた。

「２人ふたりを助たすけられてよかったな」

　ジミーは前まえを歩あるくフシギに言いう。

　フシギは何なにも答こたえなかったが、少すこしだけほほえんでいるように見みえた。

　その姿すがたを見みて、ジミーはうれしく思おもう。

　だが、その身体からだがあちこち傷きずだらけであることに気きづいた。

「フシギ……」

　ジミーはその姿すがたを、無む言ごんで見みつめた。

























（くそっ、この町まちにも呪のろいがあるなんて）

　12月がつの午ご後ご。

　冷つめたい風かぜが吹ふくなか、ジミーは道どう路ろを駆かけていた。

　新あたらしい町まちにやってきたジミーはフシギと別わかれ、情じょう報ほう収しゅう集しゅうを行おこなっていた。

　青あおい傘かさの男おとこの手てがかりは何なにも得えられなかったが、ある都と市し伝でん説せつの噂うわさを聞きいたのだ。

　青あおい傘かさの男おとこの行方ゆくえも気きになるが、都と市し伝でん説せつによって人ひと々びとが不ふ幸こうな目めに遭あうのを放ほうってはおけない。

　ジミーは呪のろいのマークを回かい収しゅうしようと、フシギとの合ごう流りゅう場ば所しょへとむかっていた。

（だけど……）

　ジミーの顔かおが苦く渋じゅうに満みちる。

　自じ分ぶんの命いのちを大たい切せつにしようとしないフシギのことが心しん配ぱいだったのだ。

　どう言いえば、フシギに分わかってもらえるだろう？

　考かんがえれば考かんがえるほど、頭あたまが痛いたくなる。

（こんなとき、ＭＯＭＯモモがおってくれたら……）

　ジミーはふと、呪のろわれた秘ひ書しょ機き能のうアプリ・ＭＯＭＯモモのことを思おもい出だした。

　ＭＯＭＯモモは青あおい傘かさの男おとこの仲なか間まだった。

　だが、一いち時じは一いっ緒しょに旅たびをして、話はなし相あい手てになってくれた。

（あんな奴やつでもおってくれたほうがよかったかも。ひとりで悩なやむのがこんなに辛つらいなんて……）

　やがて、ジミーは合ごう流りゅう場ば所しょの駅えき前まえにやってきた。

　前ぜん方ぽうを見みると、フシギがすでに待まっていた。

　フシギは何なにかを見みている。

　ジミーは立たち止どまると、そんなフシギのほうを見みた。

　フシギは、赤あかい手て帳ちょうを開ひらき、哀かなしげにじっと見みつめていた。

（またあの表ひょう情じょうや……）

　フシギは時とき折おりああして手て帳ちょうを眺ながめている。

　でもジミーが近ちかづくとすぐに手て帳ちょうを閉とじるので、フシギが何なにを見みているかは分わからなかった。

　そのとき、ふいに風かぜが吹ふいた。

　フシギの手て帳ちょうから、１枚まいの紙かみ切きれが舞まい落おちる。

「っ！」

　フシギが今いままでに見みせたことのない焦あせった表ひょう情じょうでそれを追おいかけた。

　風かぜに舞まい、ジミーの目めの前まえを通つう過かして──地じ面めんに落おちる寸すん前ぜんでフシギがつかんだ紙かみ切きれが、ほんの一いっ瞬しゅん、ジミーの視し界かいに飛とびこんだ。




　それは、フシギとヒミツが笑え顔がおで写うつっている写しゃ真しんだった──。




「フシギ……」

　フシギはヒミツを助たすけるために、今いままで旅たびをしてきた。

　どんな危き険けんな状じょう況きょうでも、躊ちゅう躇ちょすることなく、前まえに進すすみ続つづけた。

　ジミーに、フシギの妹いもうとを想おもう気き持もちが痛いたいほど伝つたわってきた。

（だからこそ、呪のろいの回かい収しゅうをやめろやなんて、とてもフシギには言いわれへん……）

　ジミーはそう思おもうと顔かおをゆがめた。

　すると、フシギがジミーの存そん在ざいに気きづき、顔かおをあげた。

「情じょう報ほうは得えられたかい？」

　手て帳ちょうを閉とじたフシギは、いつもと変かわらない冷れい静せいな表ひょう情じょうになっていた。

「えっ、あ、ああ」

　言いいたいことがあるが、言いえそうにない。

　とりあえず、今いまはやるべきことをすることが先せん決けつだ。

　ジミーは気き持もちを切きり替かえると、フシギをまっすぐ見みつめた。

「この町まちにも、都と市し伝でん説せつの呪のろいがあるみたいや！」
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「ほんと、お母かあさんってうるさいよな～」

　夕ゆう方がた。

　中ちゅう学がく１年ねん生せいの栗くり山やま秋あき人とは、部ぶ活かつを終おえ、同おなじ野や球きゅう部ぶの熊くま川かわ信しん介すけとともに家いえへ帰かえっていた。

　最さい近きん、秋あき人とは母はは親おやの文もん句くをよく言いう。

　原げん因いんは、スマホである。

　秋あき人とは、スマホのコミュニケーションアプリでチャットを使つかって会かい話わをするのが大だい好すきだったのだが、母はは親おやがいつも「やめなさい」と怒おこってくるのだ。

「家いえでチャットばっかりしてるからだよ」

「だって、みんなと話はなしをしたいだろ」

　野や球きゅう部ぶのみんなともグループチャットをするし、クラスの友とも達だちや、塾じゅくの友とも達だちともチャットで話はなしをしている。

　それぞれ同どう時じ並へい行こうで会かい話わをするので、つねにチャットをしている状じょう態たいだった。

「家いえでもみんなと一いっ緒しょにいるみたいで楽たのしいんだよなあ」

　秋あき人とは、母はは親おやに何なん度ど注ちゅう意いされても、チャットをやめる気きはなかった。




「チャットと言いえばさ、この前まえ、知しり合あいから変へんな話はなし聞きいたよ」




　信しん介すけが歩あるきながら、ふと、秋あき人とのほうを見みた。

「変へんな話はなし？」




「『死しんだ人にん間げん』とチャットをする方ほう法ほうがあるんだって」




「はあ??」

　秋あき人とは信しん介すけが冗じょう談だんを言いったのだと思おもい、思おもわず笑わらった。

　だが、信しん介すけは真ま顔がおだった。

「あるＩアイＤディーに『こんにちは』って３回かいメッセージを送おくると、死しんだ人にん間げんから返へん事じがあるらしいんだ」

　ＩアイＤディーとは、アプリに登とう録ろくするときに必ひつ要ような名な前まえのようなものだ。

　１人ひとりに１つのＩアイＤディーがあり、自じ由ゆうに文も字じを選えらぶことができるが、ほかの人ひとと同おなじものは使つかえない。

「だけどそれって、ただ知しらない人ひとから返へん事じがあったってことじゃないのか？」

「僕ぼくもそう思おもったんだけど、そのＩアイＤディーっていうのがこれなんだよ……」

　信しん介すけは立たち止どまると、通つう学がく用ようの鞄かばんの中なかからノートを取とり出だし、そこにＩアイＤディーを書かいた。




　死４４４死死死４４４死




「死４４４……??」

　こんな不ぶ気き味みなＩアイＤディー、今いままで見みたことがない。

　しかしそのとき、秋あき人とはある違い和わ感かんに気きづいた。

「これ、俺おれたちがいつも使つかってるコミュニケーションアプリのＩアイＤディーだよな？」

「うん」

「それじゃあ、これ、おかしくないか？」

　秋あき人とたちが使つかっているアプリでは、ＩアイＤディーは10文も字じまでしか登とう録ろくできなかった。

　それなのに、このＩアイＤディーは11文も字じもあるのだ。
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「ねっ、変へんでしょ。ほかにもこういうのがあるらしいよ」

　信しん介すけは、『苦９９９苦苦苦９９９苦』と、また不ぶ気き味みな11文も字じのＩアイＤディーを書かいた。

「ほんとに、こんなＩアイＤディーが存そん在ざいするのかよ？」

「さあ、僕ぼくもなんだか怖こわくて試ためしてないんだ。塾じゅくの友とも達だちに聞きいたんだけど、その子こも試ためしてないらしいよ」

「はあ？　じゃあただの噂うわさってことなのか？」

　秋あき人とがそう言いうと、信しん介すけはうなずいた。

「あのなあ」

　真しん剣けんに聞きいて損そんをした。

　秋あき人とは大おおきなため息いきをもらした。




　夜よる。

　秋あき人とは夕ゆう食しょくを食たべ終おわると、リビングのソファーに座すわり、スマホでクラスの友とも達だちとグループチャットをしていた。




　マモル　死しんだ人にん間げんとチャットできるなんて、なんか怖こわいかも

　リョウタ　俺おれ、絶ぜっ対たいそういうのムリ～

　ショウゴ　僕ぼくも。だけど、誰だれかやったことある人ひといないのかな？




　次つぎ々つぎとメッセージが返かえってくる。

　みんな、死しんだ人にん間げんとチャットができるという噂うわさに興きょう味み津しん々しんのようだ。

　しかし、誰だれも「やってみる」とは言いわなかった。

（まあ、俺おれも別べつにやろうとは思おもわないもんな）

　怖こわいからではない。

　そんなものが存そん在ざいするはずがないと思おもっていたからだ。

　秋あき人とはそのことをチャットに書かき込こもうとした。




「いい加か減げんにしなさい！」




　突とつ然ぜん、キッチンにいた母はは親おやがそばにやってきた。

「スマホは30分ぷんだけって言いってるでしょ」

「しょうがないだろ。みんなと会かい話わしてるんだから」

「友とも達だちとは学がっ校こうや塾じゅくでもお話はなしできるでしょ。テストが近ちかいんだから勉べん強きょうしなさい！　またお父とうさんに𠮟しかってもらうわよ！」

　母はは親おやは「分わかった!?」と言いうと、キッチンに戻もどって行いった。

「なんだよ～」

　あいかわらず、母はは親おやは怒おこってばかりいる。

　だが、先せん日じつ父ちち親おやに「使つかいすぎだ」と𠮟しかられ、リビングにいるときしかスマホを使つかえなくなってしまっていた。

　告つげ口ぐちされると、スマホを没ぼっ収しゅうされてしまうかもしれない。

（せっかく、楽たのしく会かい話わしてたのに）

　そう思おもいながらも、逆さからうことはできない。

　秋あき人とはチャットを終おえようとした。

　しかしふと、スマホを操そう作さする手てが止とまった。




（友とも達だちじゃなければ、チャットをしてもいいってことだよな……？）




　母はは親おやは、友とも達だちは学がっ校こうや塾じゅくでも話はなしができると言いっていた。

　では、チャットでしか交こう流りゅうのない相あい手てだったとしたら？

　秋あき人とはにやりと笑わらうと、コミュニケーションアプリのＩアイＤディー検けん索さく画が面めんを表ひょう示じした。

（たしか、信しん介すけが言いってたのは、最さい初しょは漢かん字じで、次つぎは数すう字じが３つで、次つぎは……）

　秋あき人とは、『死４４４死死死４４４死』と入にゅう力りょくする。

（ほんとに11文も字じのＩアイＤディーなんかあるのかよ……）

　半はん信しん半はん疑ぎのまま、検けん索さくボタンを押おしてみた。

　すると、登とう録ろく者しゃのプロフィール画が面めんが表ひょう示じされた。




　死４４４




　不ぶ気き味みな名な前まえが表ひょう示じされた。

「まじかよ……」

　プロフィールの写しゃ真しんも不ぶ気き味みだ。




　写しゃ真しんは、ただ真まっ黒くろだったのだ。




（なんかよく分わからないけど……）

　とりあえず、本ほん当とうに登とう録ろく者しゃがいたことだけは事じ実じつのようだ。

　相あい手てとチャットをするためには、友とも達だち登とう録ろくをしなければならない。

　秋あき人とは、登とう録ろくボタンを押おした。




　すると、死４４４の真まっ黒くろだった写しゃ真しんが、『３』という数すう字じに変かわった。




「どうして??」

　今いままで登とう録ろくして写しゃ真しんが変かわることなど一いち度どもなかった。

「秋あき人と、まだスマホをやってるの!?」

　キッチンから母はは親おやが怒おこる。

「えっ、あっ、いや、もうやめるとこだよ」

　秋あき人とは困こん惑わくしながらも、信しん介すけが言いっていたように、メッセージを３回かい送おくることにした。




　アキト　こんにちは　こんにちは　こんにちは




　秋あき人とはそうメッセージを送おくると、チャットを終おえ、スマホをサイドボードの上うえに置おいた。
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　翌よく日じつ、土ど曜よう日び。

　秋あき人とは起おきると、リビングにやってきた。

　いの一いち番ばんですることは、チャットのチェックだ。

（リビングでしか使つかえないのって、ほんと不ふ便べんだよな）

　そう思おもいながら、サイドボードの上うえに置おかれたスマホを手てに取とった。

「えっ？」

　秋あき人とは画が面めんを見みて目めを大おおきく見み開ひらく。

　死４４４から、メッセージが返かえってきていたのだ。




　死４４４　コンニチハ




　メッセージはたったそれだけだが、本ほん当とうに返へん事じがあった。

「だけどこれって……」

　秋あき人とは一いっ瞬しゅん驚おどろいたものの、すぐに冷れい静せいになった。

　おそらく、知しらない人ひとに送おくってしまったのだろう。

　秋あき人とは「すみません、間ま違ちがえて送おくってしまいました」と打うつと、メッセージを返かえそうとした。




　だが、何なん度ど送そう信しんボタンを押おしても、なぜか、チャット画が面めんにメッセージが表ひょう示じされなかった。




（どうして??）

　アプリの調ちょう子しが悪わるいのだろうか？

　ためしに友とも達だちにメッセージを送おくってみる。

　そのメッセージは、問もん題だいなくチャットに表ひょう示じされた。

（もしかして……）

　死４４４という人じん物ぶつは、返へん事じが届とどかないように設せっ定ていしているのかもしれない。

　秋あき人とと同おなじように死しんだ人にん間げんとチャットができると聞きいた人ひとたちが、興きょう味み本ほん位いでたくさんメッセージを送おくっているはずだ。

　１つ１つ対たい応おうしていたら、ずっとチャットをしなければならない。

　そういう人ひとたちからのメッセージが届とどかないように設せっ定ていすれば、わずらわしさから解かい放ほうされるのだ。




（だけど、それにしては変へん、だよな……）




　秋あき人とは以い前ぜん、友とも達だちとチャットで喧けん嘩かをして、返へん事じを拒きょ否ひされたことがあった。

　そのさい、画が面めんに『メッセージを送おくることができません』と表ひょう示じされたのだ。

　それなのに、今こん回かいはそのメッセージが表ひょう示じされなかった。

　死４４４は、返へん事じを拒きょ否ひしているわけではないのだろうか？

　秋あき人とは何なに気げなく、スマホの画が面めんを見みた。

「えええ??」




　死４４４のプロフィール写しゃ真しんが、いつの間まにか『２』に変かわっていた。
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「なんだよ……」

　さっきまで『３』だったのに。

　おかしなことが多おおすぎる。

　そもそも、なぜＩアイＤディーが11文も字じもあるのだ。




　死しんだ人にん間げんのＩアイＤディー──。




　秋あき人とはゾッとすると、あわてて死４４４を友とも達だち登とう録ろくから外はずし、スマホをサイドボードの上うえに置おいた。
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　その頃ころ。

　とある道どう路ろに、フシギとジミーはいた。

　フシギたちは、中ちゅう学がく生せいぐらいの男おとこの子こたちと話はなしをしていた。

「呪のろいのＩアイＤディー？」




「ああ、そのＩアイＤディーを友とも達だち登とう録ろくしてしまったら、呪のろい殺ころされてしまうんだ」




「呪のろい殺ころされる……」

　その言こと葉ばに、男おとこの子こたちは怯おびえる。

「そんなの聞きいたことないよ」

「僕ぼくもぜんぜん知しらない」

　男おとこの子こたちは口くち々ぐちにそう言いった。

「この子こらもハズレのようやな……」

　ジミーが小こ声ごえで言いう。

　そのなかで、ひとりの男おとこの子こが口くちを開ひらいた。

「でも、もしそんなＩアイＤディーがあったとしても、友とも達だち登とう録ろくから外はずせば大だい丈じょう夫ぶじゃないの？」

「そ、そうだよね。呪のろい殺ころされるのは友とも達だちになってるからでしょ？」

　男おとこの子こたちは助たすかる方ほう法ほうが分わかり、ホッとする。

　しかし、フシギは小ちいさく首くびを横よこにふった。




「一いち度ど友とも達だち登とう録ろくしてしまったら、決けっして呪のろいから逃のがれることはできないんだ──」




　それを聞きき、男おとこの子こたちは戸と惑まどう。

　フシギはジミーに「行いこう」と言いうと、彼かれらの前まえから去さって行いった。
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　昼ひる過すぎ。

　秋あき人とは、借かりていた本ほんを返かえすために、図と書しょ館かんにきていた。

　ずっと死４４４のことを考かんがえていた。

（全ぜん部ぶ、信しん介すけのせいだ）

　信しん介すけが変へんなことを教おしえたせいで、こんな気き持もちになっている。

　秋あき人とは、学がっ校こうで会あったら文もん句くを言いってやろうと思おもった。




　ピコーン　ピコーン　ピコーン




　突とつ然ぜん、館かん内ないにスマホの着ちゃく信しん音おんが鳴なり響ひびいた。

（誰だれだよ、図と書しょ館かんでスマホを鳴ならすやつは？）

　秋あき人とは苛いら立だちながら周まわりを見みる。

　だがなぜか、周まわりにいた人ひとたちは秋あき人とのほうを見みていた。

「えっ？」

　秋あき人とは、戸と惑まどいながらも、背せ負おっていたリュックの中なかを確かく認にんした。

「あっ！」




　なぜか、リュックの中なかにスマホが入はいっていた。




「そんな！」

　スマホは家いえのリビングにあるはずだ。

　秋あき人とは混こん乱らんしながらもスマホを手てに取とった。

　すると、何なにも操そう作さしていないのに、画が面めんに『死４４４』とのチャット画が面めんが映うつし出だされた。

　チャットには、写しゃ真しんが添てん付ぷされている。

　秋あき人とはその写しゃ真しんを見みた。
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「うわああ!!」

　秋あき人とは思おもわず声こえをあげた。

　周まわりの人ひとたちが一いっ斉せいに迷めい惑わくそうな顔かおをしてにらむ。

「す、すいません！」

　秋あき人とはあわてて図と書しょ館かんから飛とび出だした。




（どうして死４４４から??）

　友とも達だち登とう録ろくを外はずしたら、メッセージは送おくれないはずだ。

　当とう然ぜん、写しゃ真しんも添てん付ぷすることができない。

　それなのに、なぜ??

　秋あき人とは図と書しょ館かんの外そとを走はしりながら、チラリとスマホを見みた。




　死４４４　モウスグ

　死４４４　モウスグ

　死４４４　モウスグ




　死４４４から狂くるったようにメッセージが送おくられてくる。

　プロフィール写しゃ真しんが、『１』という数すう字じになった。

「な、何なんなんだよ、くそっ！」

　秋あき人とは、スマホをそばの茂しげみに投なげ捨すてると、その場ばから逃にげるように走はしり去さった。




　一いっ方ぽう、そんな秋あき人とと入いれ替かわるように、２つの影かげが茂しげみの前まえに駆かけ込こんできた。

　フシギとジミーだ。

「フシギ、今いまの子こなんやな！」

「ああ、そのようだ」

「あの子こ、スマホを捨すてたで。呪のろいのマークはスマホについてるんやろ!?」

　ジミーは茂しげみの中なかを探さぐった。

　だが、どこにもスマホが見み当あたらない。

「なんでや??」

「探さがしても無む駄だだ。言いっただろう、一いち度ど友とも達だち登とう録ろくをしてしまったら決けっして呪のろいから逃のがれることができないと」

　フシギは秋あき人とが走はしって行いった方ほう向こうを見みつめる。

「呪のろいのＩアイＤディーは、まず友とも達だち登とう録ろくをさせて、次つぎに『コンニチハ』というメッセージを送おくり、写しゃ真しんを見みせる……。カウントは『３』からはじまり、１つずつ減へっていく」

「１つずつ減へっていく？　『０』になったらどうなるんや？」




「０になった瞬しゅん間かん、呪のろわれた人にん間げんは、死しぬ──」




　そう告つげるや否いなや、フシギが走はしり出だした。

「あっ、待まつんや！　──ああ、くそっ！」

　ジミーも、フシギのあとを追おって駆かけ出だした。
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（何なにがどうなってるんだよ!?）

　秋あき人とは必ひっ死しに道どう路ろを走はしりながら、心こころの中なかで叫さけび続つづけていた。

　やがて、道どう路ろの角かどを曲まがる。




　ピコーン　ピコーン　ピコーン




　前ぜん方ぽうから着ちゃく信しん音おんが響ひびいた。

　見みると、茂しげみに捨すてたはずのスマホが落おちている。

「そんな！」

　スマホから逃にげることができない。




　そのとき、そばの建けん築ちく中ちゅうのビルの敷しき地ちに、男おとこの人ひとが入はいって行いくのが見みえた。




「た、助たすけて下ください！」

　秋あき人とはスマホから逃のがれたい一いっ心しんで、男おとこの人ひとを追おって、敷しき地ちに入はいった。

　しかし、敷しき地ちの中なかには誰だれもいない。

　ただ、建けん築ちく資し材ざいが積つまれるように置おかれているだけだ。




　ピコーン　ピコーン　ピコーン




　突とつ然ぜん、目めの前まえで着ちゃく信しん音おんがした。

　目めをやると、資し材ざいの上うえに、秋あき人とのスマホが置おかれていた。

　スマホの画が面めんに、チャットが表ひょう示じされる。

　死４４４のチャット画が面めんだ。

　そこにはまた、写しゃ真しんが添てん付ぷされている。

　先さきほどの写しゃ真しんと同おなじように、誰だれかが目めを大おおきく見み開ひらいている。

　だが、真まっ暗くらではない。

　誰だれかを先さきほどより少すこしだけ遠とおくから写うつしているようで、後うしろに景け色しきが見みえていた。

　そこには、積つみ上あがった資し材ざいがある。

「これって……」

　秋あき人とは思おもわずスマホを手てに取とった。

　すると、また写しゃ真しんが送おくられてきた。
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　それは、今いまこの場ば所しょだ。

　写しゃ真しんに写うつっていたのは、秋あき人と自じ身しんだ。




　死４４４　イマスグ

　死４４４　イマスグ

　死４４４　イマスグ




　死４４４から狂くるったようにメッセージが送おくられてくる。

　そして、プロフィール写しゃ真しんが、『０』になった。

　その瞬しゅん間かん──、

　積つみ上あがっていた資し材ざいが、大おおきく揺ゆれ動うごき、秋あき人との上うえに落おちてきた。

「うわあああ！」

　秋あき人とは目めを大おおきく見み開ひらき、恐きょう怖ふの表ひょう情じょうを浮うかべながら、その場ばに立たち尽つくした。




「あぶない！」




　ガシャーン！




　とっさに、フシギが飛とび込こんできて秋あき人との身体からだをつかむと、倒たおれてきた資し材ざいをよけた。

　だが、周まわりにあるほかの資し材ざいも落おちてくる。

「フシギ！」

　ジミーはフシギを助たすけようとするが、資し材ざいが次つぎ々つぎと崩くずれ、近ちかづくことができない。




　ガシャ───ン！




　砂すなぼこりが舞まい、崩くずれ落おちた資し材ざいが山やまのようになった。

「フシギ!!」

　ジミーはあわててフシギの姿すがたを探さがした。

「フシギ！　フシギ!!」

　すると、資し材ざいの山やまの中なかから、声こえがした。




「だ、大だい丈じょう夫ぶだ……」




　資し材ざいと資し材ざいの隙すき間まに、フシギの姿すがたが見みえる。

　そばには、秋あき人ともいた。

「フシギ！　無ぶ事じやったんやな！」

　ジミーは笑え顔がおで駆かけ寄よる。

　だが、フシギは全ぜん身しん傷きずだらけだ。

　その姿すがたを見みて、ジミーはいたたまれない気き持もちになってしまう。

　そんなジミーをよそに、フシギは秋あき人とを連つれて資し材ざいの隙すき間まから出でると、手て帳ちょうを開ひらき、呪じゅ文もんを唱となえた。
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　次つぎの瞬しゅん間かん、秋あき人との持もっていたスマホから奇き妙みょうなマークが現あらわれ、キラキラと輝かがやき、開ひらかれたページに反はん転てんして写うつし取とられた。

「お、俺おれ……」

　秋あき人とは何なにがどうなっているのか分わからず、フシギのほうを見みる。

　フシギは、「もう大だい丈じょう夫ぶだ」と声こえをかけた。

「ジミー、行いこう」

「あ、ああ……」

　ジミーはフシギをじっと見みつめる。

　このまま放ほうっておくことなどできない。

　言いうなら、今いましかない。

「フシギ……、フシギ、あのなっ」

　ジミーが意いを決けっして口くちを開ひらいたとき──、




　ウク、ククク、ウクククウ




　不ぶ気き味みな笑わらい声ごえが響ひびいた。

　見みると、崩くずれた資し材ざいの山やまの上うえに、青あおい傘かさの男おとこが立たっていた。

「青あおい傘かさの男おとこ！」

　フシギは青あおい傘かさの男おとこをにらみつける。

　青あおい傘かさの男おとこは、にやりと笑わらった。




「いいんですか？　このまま彼かれを放ほうっておいても」




「彼かれを？」




　ピコーン　ピコーン　ピコーン




　突とつ然ぜん、秋あき人との持もっていたスマホから着ちゃく信しん音おんが鳴なり響ひびいた。

　画が面めんにチャットが表ひょう示じされ、１通つうの友とも達だち申しん請せいが届とどいた。




　ＩアイＤディー　苦９９９苦苦苦９９９苦




「えっ？」

　友とも達だち申しん請せいを承しょう諾だくしていないにもかかわらず、勝かっ手てに友とも達だちに登とう録ろくされた。

　そして、チャットにメッセージが表ひょう示じされる。




　苦９９９　サヨウナラ




　次つぎの瞬しゅん間かん、秋あき人との身体からだが透とう明めいになっていった。

「ああ！　どういうことや!?」
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「くっ」

　フシギは手て帳ちょうをむけ、呪じゅ文もんを唱となえようとする。

　だが、それよりも早はやく、秋あき人とは消しょう滅めつしてしまった。




「呪のろいのＩアイＤディーは１つではなかったということですよ。死４４４の呪のろいから助たすかった者ものには、苦９９９の呪のろいが待まっていたんです」




「何なんやて！　ふざけんな！」

「別べつに人にん間げんなんて助たすけなくていいじゃないですか。ねえ、フシギくん。あなただって、呪のろいのマークを回かい収しゅうできれば、それで満まん足ぞくでしょう？」




　ウク、ククク、苦９９９　苦苦苦９９９苦




　青あおい傘かさの男おとこは、傘かさをくるくると回まわす。

　そしてそのまま、煙けむりのように消きえてしまった。




「くそっ！　せっかくフシギが必ひっ死しに助たすけたっていうのに！」




　ジミーは怒いかりの声こえをあげ、地じ団だん駄だを踏ふむ。

　一いっ方ぽう、フシギは険けわしい表ひょう情じょうを浮うかべたまま、秋あき人とがいた場ば所しょを見みつめていた。

　スマホが、ポツンと落おちている。

「僕ぼくは、青あおい傘かさの男おとことは、違ちがう──」

　フシギはそうつぶやくと、手て帳ちょうを強つよくにぎりしめた。

























「さあて、今日きょうの世せ界かい情じょう勢せいはっと」

　朝あさ。

　小しょう学がく５年ねん生せいの白しら石いし眞ま子こは、朝ちょう食しょくを食たべながら新しん聞ぶんを読よんでいた。

　新しん聞ぶんを読よむようになったのは、父ちち親おやの影えい響きょうだ。

「今日きょうの世せ界かい情じょう勢せいはっと」という言こと葉ばも、父ちち親おやの口くち癖ぐせだった。

　新しん聞ぶんを読よんでいると、なんだか頭あたまがよくなったような気きがする。

　とは言いっても、政せい治じや経けい済ざいのことなどまるで分わからない。

　眞ま子こが目めをとおすのは、スポーツ欄らんとテレビの番ばん組ぐみ欄らんぐらいだった。




「あれっ？」




　テレビの番ばん組ぐみ欄らんを見みていると、眞ま子こはあることに気きづいた。

　テレビの番ばん組ぐみ欄らんは横よこ書がきで書かかれているが、夜よるに放ほう送そうするサッカーの試し合あいの番ばん組ぐみ内ない容ようが、たてにも読よむことができたのだ。




『たかしいちばん』




　各かく行ぎょうの左ひだり端はしだけをとると、そう読よめる。

「ねえねえ、お母かあさんこれ見みて！」

　眞ま子こは会かい社しゃに行いく用よう意いをしていた母はは親おやに、その部ぶ分ぶんを見みせた。

「あらっ、ほんと。たしかにそう読よめるわね」

「でしょ。こんなことあるんだね！」

　眞ま子こは、なんだかうれしく思おもった。




「へえ、それはすごいねえ」

　１時じ間かん目めの体たい育いくの授じゅ業ぎょう中ちゅう。

　眞ま子こは、１００メートル走そうの順じゅん番ばんを待まちながら、親しん友ゆうの下しも川かわ理り佳かに朝あさの出で来き事ごとを話はなしていた。

「眞ま子こちゃん、見みつけられてラッキーだったね。それって多た分ぶん『たて読よみメッセージ』だよ」

　理り佳かの話はなしによると、新しん聞ぶんのテレビ欄らんでは、たまにそういうメッセージを意い図と的てきに書かくことがあるという。

　スポーツの応おう援えんメッセージが多おおいらしく、よくネットで話わ題だいになっているというのだ。

「へえ、偶ぐう然ぜんじゃないんだ。だけど、『たかしいちばん』ってどういう意い味みなのかな？」

　新しん聞ぶんのスポーツ記き事じに、今こん夜や放ほう送そうされる試し合あいに出でる選せん手しゅの名な前まえが載のっていたが、『たかし』という選せん手しゅはたしかいなかったはずだ。

　ちょうどそのとき、クラスの男おとこの子こたちが１００メートルコースのスタートラインに立たった。

　１００メートル走そうは３人にんずつで走はしる。

　そのなかに、小こ池いけという男おとこの子こもいた。

　彼かれは勉べん強きょうはできるが体たい育いくは苦にが手てだ。残のこりの２人ふたりは陸りく上じょう部ぶに所しょ属ぞくしているスポーツ万ばん能のうな男おとこの子こたちなので、小こ池いけは多た分ぶん最さい下か位いになってしまうだろう。

（あ～あ、小こ池いけくん、かわいそう）

　眞ま子こがそう思おもっていると、先せん生せいが笛ふえを吹ふき、小こ池いけたちが一いっ斉せいにスタートを切きった。

　陸りく上じょう部ぶの２人ふたりはどんどんスピードをあげていく。

　あっという間まに、小こ池いけと５メートルぐらい差さがついてしまう。

　２人ふたりはゴールまであと数すうメートルの距きょ離りまで迫せまった。

　だがその瞬しゅん間かん、ひとりの男おとこの子こがよろけて、となりの男おとこの子こにぶつかった。

「わっ！」

　２人ふたりはそのままもつれ合あって転ころんでしまう。

　その横よこを、小こ池いけが走はしり抜ぬけて行いく。

　２人ふたりはあわてて立たち上あがって走はしり出だすが、一着ちゃくでゴールしたのは、なんと小こ池いけだった。

「おおお！」

　クラスメイトたちが歓かん声せいをあげる。

「小こ池いけくんすごいね！」

　理り佳かも驚おどろき、拍はく手しゅをおくる。

　眞ま子こも思おもわず拍はく手しゅをしようとした。

　瞬しゅん間かん、眞ま子こはハッとなった。

「そう言いえば、小こ池いけくんの名な前まえって……」




　小こ池いけは、『高たか士し』という名な前まえだったのだ。




「もしかして『たかしいちばん』って……、小こ池いけくんのことだったのかも……」

　眞ま子こは戸と惑まどいながら、大おお喜よろこびしている小こ池いけのほうを見みつめた。
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「ねえねえ、昨日きのう変へんなことがあったの」

　翌よく朝あさ。

　眞ま子こは朝ちょう食しょくを食たべながら、小こ池いけのことを両りょう親しんに話はなした。

　本ほん当とうは昨日きのう話はなしたかったが、２人ふたりとも仕し事ごとで忙いそがしくて、帰かえってくるのが遅おそかったのだ。

「へえ、新しん聞ぶんのとおりに。そんなことがあるのね」

「ただの偶ぐう然ぜんなのかな？」

「そりゃあそうだろう。新しん聞ぶんがどうして、眞ま子このクラスメイトのことを書かくんだよ」

「やっぱりそうだよねえ」

「だけど探さがしてみたら、またたて読よみメッセージが見みつかるかもしれないな」

　父ちち親おやは笑わらいながら、読よんでいた新しん聞ぶんを眞ま子こに手て渡わたした。

「さすがに２日か続つづけてなんてないと思おもうけど」

　眞ま子こはそう言いいながらも少すこし気きになって、テレビの番ばん組ぐみ欄らんに目めをとおした。

「あっ！」

　すると、バラエティのスペシャル番ばん組ぐみの内ない容ようが、たて読よみすることができた。




『たろういえくる』




　と読よめる。

「たろうという人ひとが家いえに来くるってこと？　でもたろうなんて知しり合あい、いないしなあ」

　そのとき、眞ま子こは、となりのテレビ局きょくのクイズのスペシャル番ばん組ぐみの内ない容ようも、たて読よみできることに気きづいた。




『たなのなか』




　と読よめる。

「棚たなの中なか？」

「あらほんと。たしかにどっちもそう読よめるわね」

「だけど、家いえ来くると棚たなの中なかか。これじゃあ全ぜん然ぜん応おう援えんメッセージじゃないな」

　両りょう親しんは楽たのしげに笑わらった。

「偶ぐう然ぜんそう読よめただけかぁ」

　眞ま子こはほかにもたて読よみメッセージを探さがしてみたが、今日きょうは載のっていないようだった。




　１時じ間かん目めの休やすみ時じ間かん。

　眞ま子この席せきに理り佳かがやってきた。

「昨日きのうのこと、小こ池いけくんに話はなしてみたよ」

「昨日きのうのって、たて読よみメッセージのこと？」

「そう。小こ池いけくん喜よろこんじゃって。帰かえったら新しん聞ぶんチェックしてみるんだって」

　小こ池いけの家いえも、眞ま子この家いえと同おなじ新しん聞ぶんを取とっているらしい。

「そっか。喜よろこんでもらえたんだったら、見みつけた甲斐かいがあったかも」

　眞ま子こは、今日きょうも『たろういえくる』という新あたらしいメッセージを見みつけたことを理り佳かに話はなした。

　すると、理り佳かが「えっ」と声こえをあげた。




「それ、今日きょう私わたしの家いえに来くる、猫ねこのことだよ！」




　理り佳かは、近きん所じょの家いえから産うまれたばかりの仔こ猫ねこをもらうことになっていたのだ。

　名な前まえはもう決きめていて、『たろう』にするのだという。

「新しん聞ぶんに書かいてたのは、理り佳かちゃんの家いえのことだったの??」

　また、たて読よみメッセージのとおりになってしまった。




「どこにいったんだろう？？」




　突とつ然ぜん、後うしろから声こえがした。

　見みると、金かね原はら花か蓮れんが泣なきそうな顔かおになっている。

「花か蓮れんちゃんどうしたの？」

　理り佳かが声こえをかけると、花か蓮れんが顔かおをむけた。

「私わたしの定じょう規ぎセットがなくなっちゃったの」

　花か蓮れんは、いつも机つくえの横よこにかけている手てさげ袋ぶくろの中なかに、定じょう規ぎやコンパスの入はいったセットを置おいているのだという。

　次つぎは算さん数すうの授じゅ業ぎょうで定じょう規ぎを使つかうので、セットを出だそうと思おもったらなくなっていたというのだ。

「家いえに持もって帰かえったってわけじゃないんだよね？」

「うん、手てさげ袋ぶくろにずっと入いれてたから」

　理り佳かやまわりにいたクラスメイトたちは、辺あたりを探さがした。

　眞ま子こも心しん配ぱいになって一いっ緒しょに探さがそうとした。

　だが、もうすぐ休やすみ時じ間かんが終おわってしまう。

　担たん任にんの浜はま田だ先せん生せいは忘わすれ物ものには厳きびしい。

　花か蓮れんは怒おこられるのが嫌いやなようで、ついに目めに涙なみだを浮うかべた。

　そのとき、眞ま子こはふと、あることを思おもった。




「もしかして、棚たなの中なかかも……」




　それは、新しん聞ぶんに書かかれていたたて読よみメッセージだ。

　当とう然ぜん、それが定じょう規ぎセットのことを言いっているわけではないと分わかっている。

　だが、昨日きのうは書かかれていたとおり、小こ池いけが１００メートル走そうでいちばんになった。

　そして、理り佳かの家いえに来くる猫ねこのことも書かいてあった。

「棚たなの中なか……」

　花か蓮れんは戸と惑まどいながら、教きょう室しつの後うしろにある棚たなを調しらべた。




「ああっ！」




　すると、花か蓮れんの棚たなに、定じょう規ぎセットが置おかれていた。

「ほんとだ、あった！　眞ま子こちゃん、どうして分わかったの!?」

「えっ、えっと、新しん聞ぶんにそう書かかれてて」

　眞ま子こはたて読よみメッセージのことをみんなに話はなした。

「すごい！　高たか士しくんのことも的てき中ちゅうしたの??」

「それって予よ言げんのメッセージみたいじゃん！」

「予よ言げん？」

　ひとりの男おとこの子こが言いった言こと葉ばに、眞ま子こが戸と惑まどっていると、理り佳かが「たしかにそうかも」と言いった。




「たて読よみメッセージは、本ほん当とうに起おきる出で来き事ごとを予よ言げんしてるんじゃないのかな!?」




　クラスのみんながその話はなしで盛もり上あがる。

　だが、眞ま子こはなんだか怖こわくなった。

　新しん聞ぶんが、自じ分ぶんのまわりのことを予よ言げんしているなど信しんじられなかったのだ。
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　翌よく日じつ。

　眞ま子こは目めを覚さますと、すぐにリビングに駆かけこんだ。

　父ちち親おやがいつものように朝ちょう食しょくを食たべながら新しん聞ぶんを読よんでいる。

「お父とうさん、貸かして！」

　眞ま子こは新しん聞ぶんを奪うばうように取とると、テレビの番ばん組ぐみ欄らんをチェックした。

「なんだい、またたて読よみメッセージを探さがしてるのかい？」

「そんなの毎まい日にちあるわけないでしょう」

　母はは親おやが、あきれ顔がおで朝ちょう食しょくのパンを食しょく卓たくに並ならべる。

　しかし、眞ま子こは首くびを大おおきく横よこにふった。




「ただのたて読よみメッセージじゃないのかもしれないの！」




　眞ま子こは、昨日きのうの出で来き事ごとを２人ふたりに話はなした。

「予よ言げんだって？」

「そんなのありえないわよ」

　２人ふたりはそう言いうが、眞ま子こは真しん剣けんだった。

　２日か連れん続ぞくでメッセージどおりのことが起おきたのだ。

（もし今日きょうもメッセージがあったら、偶ぐう然ぜんじゃないってことだよね）

　眞ま子こは食くい入いるように番ばん組ぐみ欄らんを見みつめた。

「ああっ！」

　すると、音おん楽がくのスペシャル番ばん組ぐみの内ない容ようが、たて読よみすることができた。




『しぬりか』




　そう書かかれている。

（理り佳かちゃんが、死しぬってこと??）

　眞ま子こは朝ちょう食しょくも食たべず、あわてて学がっ校こうへ行いく用よう意いをした。




（早はやく理り佳かちゃんに伝つたえないと！）

　眞ま子こは必ひっ死しに道どう路ろを走はしりながら、そう思おもう。

　予よ言げんが本ほん当とうかどうか分わからない。

　だが、理り佳かが死しぬと書かかれて平へい気きなはずがない。
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「おはよ、眞ま子こちゃん」




　十じゅう字じ路ろを走はしり抜ぬけようとしたとき、角かどから声こえをかけられた。

　見みると、理り佳かが立たっている。

「いつもぎりぎりにくるのに、今日きょうは早はやいね」

　理り佳かは笑え顔がおで眞ま子このそばにやってきた。

「たろう、昨日きのうの夜よる、ウチにきたんだよ」

　理り佳かは猫ねこのことを話はなそうとした。

「理り佳かちゃん、そんなことより大たい変へんなの！」

　眞ま子こは理り佳かに予よ言げんのメッセージのことを話はなした。




「私わたしが、死しぬ……？」




　話はなしを聞きき、理り佳かは急きゅうに顔かおをしかめる。

「今日きょうは学がっ校こう休やすんだほうがいいよ！」

「ちょ、ちょっと、急きゅうに何なんなの？　私わたしのことを怖こわがらせようとしてるの？」

「そうじゃないよ！　このままじゃ死しんじゃうかもしれないんだよ！」

　眞ま子こは今いますぐ家いえに帰かえるよう理り佳かを説せっ得とくしようとした。

　そのとき、２人ふたりのもとにひとりの男おとこの子こがやってきた。

　小こ池いけだ。

「あっ、いたいた！」

　小こ池いけはなぜか怒おこっているようだ。

「白しら石いしさん、僕ぼくに噓うそついただろ？」

「噓うそ？」

「これだよ」

　小こ池いけはそう言いうと、ランドセルの中なかから、新しん聞ぶんを取とり出だした。

　眞ま子この家いえと同おなじ新しん聞ぶんだ。

「一昨日おととい、テレビの番ばん組ぐみ欄らんに『たかしいちばん』ってたて読よみメッセージがあるって言いってたんだろ？　だけど、どれだけ探さがしてもそんなものなかったよ！」

「えええ??」

　眞ま子こはあわてて小こ池いけの持もっている新しん聞ぶんを見みた。

　たしかに、一昨日おとといの新しん聞ぶんだ。




　だが、サッカーの試し合あいの番ばん組ぐみ内ない容ようを見みても、たて読よみメッセージなどどこにもなかった。




「どうして……？」

「それはこっちが聞ききたいよ！」

　小こ池いけが怒おこっていると、理り佳かが「もしかして！」と声こえをあげた。

「昨日きのうの花か蓮れんちゃんの定じょう規ぎセットを棚たなに置おいたの、眞ま子こちゃんだったんじゃないの？」

「えっ？」




「みんなに、予よ言げんのメッセージを見みつけたって噓うそをつきたくて、定じょう規ぎセットを隠かくしたんでしょ！」




「わ、私わたしそんなことしないよ！」

「じゃあ、小こ池いけくんのことはどう説せつ明めいするの？　たろうがウチに来くることも、誰だれかに聞きいて知しってただけじゃないの？」

「そ、そんなことないよ！　──あっ、そうだ！」

　新しん聞ぶんを見みせれば、２人ふたりも分わかってくれるはずだ。

「待まってて！」

　眞ま子こはあわてて家いえへ戻もどった。




（早はやく誤ご解かいを解とかなきゃ！）

　家いえへ帰かえってきた眞ま子こは、鞄かばんから鍵かぎを取とり出だし、玄げん関かんのドアを開あけた。

　両りょう親しんは、もう仕し事ごとに出でかけている。

　眞ま子こは、リビングに駆かけ込こむと、テーブルの上うえに置おかれていた新しん聞ぶんを手てに取とった。

　テレビの番ばん組ぐみ欄らんをチェックする。

『しぬりか』

　と書かいてある。

（やっぱり予よ言げんのメッセージはあるんだ！）

　眞ま子こは、２人ふたりに見みせようと、新しん聞ぶんを持もったまま外そとに出でた。




　瞬しゅん間かん、左ひだり胸むねに激げき痛つうが走はしった──。




「ああっ！」

　家いえの前まえの道どう路ろに出でたところで、眞ま子こは大おおきくよろける。

　あまりの痛いたみに立たっていることができず、その場ばにひざまずく。

「あ、あああ、あ……」

　そのとき、新しん聞ぶんが地じ面めんに落おち、テレビの番ばん組ぐみ欄らんが見みえた。

『しぬりか』

　と書かいてある。

　だが、その前ぜん後ごの文も字じも、たて読よみすることができた。




『まこしぬりかなく』




『眞ま子こ死しぬ　理り佳か泣なく』と読よめた。

「そ、そんな……、あ、ああ、あ……」

　意い識しきが薄うすらぎ、眞ま子こはそのままその場ばに倒たおれそうになる。

　もう助たすからない。

　そう思おもった瞬しゅん間かん、眞ま子この前まえに２つの影かげがやってきた。




　　　　[image: ]




「ああっ！」

　眞ま子こは目めを覚さますと、思おもわず上じょう半はん身しんを起おこした。

「眞ま子こ！」

　となりに両りょう親しんがいる。

「よかった！　目めを覚さましたのね！」

「心しん配ぱいしたんだぞ！」

「こ、ここは……？」

　そこは、病びょう院いんの病びょう室しつのベッドの上うえだった。

　眞ま子こは、家いえの前まえの道どう路ろで倒たおれ、救きゅう急きゅう車しゃで運はこばれたというのだ。

「偶ぐう然ぜん、犬いぬの散さん歩ぽをしていた男おとこの子こがとおりかかって、眞ま子このことを助たすけてくれたのよ」

「男おとこの子こ……？」

　そう言いえば、意い識しきを失うしなう直ちょく前ぜん、２つの影かげがそばにやってきた。

　赤あかいフードをかぶった男おとこの子こと、黄き色いろいフードをかぶった犬いぬだ。

「だけど、その子こ、変へんなことを言いってたの」

「変へんな、こと……？」




「ええ。呪のろいは回かい収しゅうした。もう彼かの女じょが予よ言げんの呪のろいで不ふ幸こうな目めに遭あうことはないって」




「呪のろい……」

　眞ま子こは、あの予よ言げんのメッセージが呪のろいだったことに気きづいた。

　あのままだったら、予よ言げんどおり死しんでいたのだ。

「そんな……、わ、私わたし……、私わたし……。──お母かあさん！」

　眞ま子こは急きゅうに怖こわくなり、母はは親おやにしがみついた。




　どこかの道どう路ろ。

　フシギとジミーが歩あるいていた。

「ぎりぎり助たすけられてよかったな」

　ジミーはホッとして笑え顔がおになる。

　今こん回かいは、フシギも危き険けんな目めに遭あわなかった。

　しかし、１つだけ気きになることがあった。

　呪のろいを回かい収しゅうするとき、新しん聞ぶんのテレビの番ばん組ぐみ欄らんに、あるたて読よみメッセージを見みつけたのだ。




『あおいきり』




　と読よめた。

「あの、あおいきりって何なんなんや？」

　呪のろいを回かい収しゅうしたあと、新しん聞ぶんから『あおいきり』という文も字じは消きえていた。

　つまり、呪のろいの予よ言げんであった可か能のう性せいが高たかいのだ。

　不ふ吉きつな予よ感かんがする。

　しかし、あおいきり、などという都と市し伝でん説せつは聞きいたことがなかった。

　すると、フシギが立たち止どまった。




「まさか……」




　フシギの顔かおが一いっ瞬しゅん険けわしくなる。

「なんか知しってるんか？」

　しかし、フシギは小ちいさく首くびを横よこにふった。

「いや、気きにしなくていい。行いこう」

　フシギは再ふたたび歩あるき始はじめた。

「あおいきり……」

　ジミーは、一いち抹まつの不ふ安あんを感かんじながらも、フシギに付ついて行いくのだった。

























「駅えきの北きた口ぐちのクリスマス・イルミネーションを見みに行いってみない？」

　塾じゅくの授じゅ業ぎょうが終おわり片かた付づけをしていた三み田た村むら心こ晴はるに、田た中なか幸こう太たが声こえをかけた。

「え？」

「今こ年としのはすごい綺き麗れいらしいよ」

　ちょっと驚おどろいた心こ晴はるに幸こう太たは付つけ加くわえてくる。

　心こ晴はると幸こう太たは中ちゅう学がっ校こうこそ違ちがうが、小しょう学がっ校こう時じ代だいからずっとこの塾じゅくに通かよっている同どう士しだ。

　選せん択たくコースも同おなじだから仲なかも良よい。でも、一度ども塾じゅく以い外がいで遊あそんだことはなかった。

　心こ晴はるはちょっと考かんがえたものの、手てにしていた分ぶ厚あつい参さん考こう書しょを見みて直すぐにほほえんだ。

「それ、いいかも。期き末まつ試し験けんも終おわったのに、勉べん強きょうばっかりで疲つかれちゃったし……」

「僕ぼくら、難なん関かん校こうコースは辛つらいよ、ってやつだよね」

「でも、これから北きた口ぐちに行いったら帰かえりが遅おそくなって怒おこられるよ」

「僕ぼくは自じ習しゅう室しつで勉べん強きょうするって親おやに言いってあるんだ。コハルちゃんも『自じ習しゅう室しつで勉べん強きょうする』って連れん絡らくすればいいじゃん？」

　そう言いった幸こう太たは小ちいさく笑わらい、心こ晴はるも「あ、そうだね」と笑わらい返かえした。




「先せん生せい、さようなら！」

　帰かえり支じ度たくを終おえた２人ふたりは、挨あい拶さつを告つげると建たて物ものを出でた。

　心こ晴はるは機き能のう制せい限げんされたスマホをバッグから取とり出だすと、幸こう太たに言いわれたように用よう件けんを打うち込こむ。

『分わかった。帰かえりは気きをつけなよ』と直すぐに母はは親おやから返へん信しんが来きた。

　心こ晴はるが液えき晶しょう画が面めんを幸こう太たに見みせると、２人ふたりは目めを合あわせてうなずいた。




　冷つめたく澄すんだ空くう気きが、夜よ空ぞらの黒くろをより深ふかくしていた。

　商しょう店てん街がいの灯あかりがさんざめく。

　通とおりにはジングルベルのメロディが流ながれ、一いち日にちを終おえた人ひと々びとが家いえ路じを急いそいでいる。

　駅えきに向むかう心こ晴はると幸こう太たはその流ながれに逆さからって歩あるいていた。

「小しょう学がく３、４年ねんまではお母かあさんとお父とうさんに連つれられて、北きた口ぐちのイルミネーションを見みに行いったけどね。この数すう年ねん、行いってなかったんだよね。なんだか楽たのしみ」

「僕ぼくも数すう年ねんぶりだけど、今こ年としは綺き麗れいらしいからコハルちゃんと２人ふたりで見みに行いってみたいって思おもったんだ」

「ふーん、やっぱりコウちゃんも久ひさしぶりなんだ……」
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　そう言いった心こ晴はるは突とつ然ぜん、不ふ思し議ぎなことに気き付づいた。

（あれ？　私わたしたちっていつの間まにコウちゃんとか、コハルちゃんとか呼よび合あうようになったの？）

　心こ晴はるは脇わきを歩あるく幸こう太たをチラリと見みた。

　成せい績せき優ゆう秀しゅう、水すい泳えいやサッカーが得とく意いで、聴きいたことはないけどピアノも弾ひけるそうだ。

　小しょう学がく生せいの頃ころは自じ分ぶんの方ほうが、背せが高たかかったのに、いつの間まにか自じ分ぶんより５、６センチは高たかくなっていた。

　なんだかカッコいいな、と最さい近きん思おもう。

　それに──。

（いま、変へんなことを言いってた……？　「コハルちゃんと２人ふたりで見みに行いってみたい」って、どういう意い味み!?）

　しかし、幸こう太たにそれをたずねる勇ゆう気きはなく、とにかく歩あるくことにした。




　商しょう店てん街がいを抜ぬけると駅えき舎しゃだ。

　その建たて物ものは線せん路ろをまたいで造つくられていて南なん北ぼくの出で入いり口ぐちしかない。

　家いえも学がっ校こうも駅えきの南みなみ側がわにある中ちゅう学がく２年ねん生せいにとって、北きた側がわに行いくのはちょっとした旅りょ行こうだ。

　駅えきにたどり着ついた２人ふたりはエスカレーターに乗のった。

　心こ晴はるが男だん子しと２人ふたりだけでこれに乗のるのは初はじめてだった。

「コハルちゃんと２人ふたりで見みに行いってみたい」の言こと葉ばが心こ晴はるの頭あたまの中なかで繰くり返かえされていた。

　胸むねがなぜかドキドキしてきた。

（この感かんじは何なに？）

　理り解かいできない気き持もちに頭あたまを悩なやませていると、

「コハルちゃん、大だい丈じょう夫ぶ？」

　いつの間まにか幸こう太たが心しん配ぱいげに見みていた。

「あへぇ!?」

　ドキドキの理り由ゆうを考かんがえていた心こ晴はるはすっとんきょうに返へん事じをした。

「大だい丈じょう夫ぶ？　コハルちゃん？」

「へぇっ？　あ、ごめん、だ、だ、大だい丈じょう夫ぶ！　私わたしは、もちろん大だい丈じょう夫ぶ！」

「そ、そう、そうなら良いいけど……」

　やがてエスカレーターを上あがりきった２人ふたりは北きた口ぐちを目め指ざして歩あるいた。

　ちょうど電でん車しゃが到とう着ちゃくして、駅えきに一カ所しょしかない改かい札さつから次つぎ々つぎと人ひと々びとが出でてくる。

　しかし幸こう太たはひるむことなく、人ひと混ごみをスタスタとすり抜ぬけてゆく。

「コウちゃん、待まってよ！」

　呼よびかけても幸こう太たはなぜか、心こ晴はるから逃にげるように歩あるいてゆく。

（急きゅうにそっけなくなって、どうしたんだろう……さっきのセリフと態たい度どが全ぜん然ぜん違ちがうじゃない）

　心こ晴はるは幸こう太たの肩かたを掴つかまえて、率そっ直ちょくに疑ぎ問もんをぶつけた。

「ね、コウちゃん……」

「なに？　どうしたの？」

「あのさ、なんで、私わたしと２人ふたりでイルミネーションを見みに行いこうと思おもったの!?」

　心こ晴はるを見みつめる幸こう太たの顔かおが見みる見みる赤あかくなってきた。

（え？　聞きいちゃいけなかった？）

　心こ晴はるは幸こう太たが怒おこったのかと不ふ安あんになった。

「そんなの、しらないよっ！」

　幸こう太たはふてくされたように言いうと、北きた口ぐちの階かい段だんへ向むかった。

「あ、待まってよ！」

　心こ晴はるの声こえにお構かまいなしに、幸こう太たは階かい段だんをタッタと下おりていく。

　その走はしり方かたがちょこまかしていて心こ晴はるは笑わらいがこみ上あげた。

（今日きょうのコウちゃんは、なんだか面おも白しろい）

　そう思おもった心こ晴はるが追おいかけると、幸こう太たは階かい段だんを下おりた先さき、バスの『降こう車しゃ場じょう』の辺あたりに立たっていた。

「変へんな質しつ問もんして、ごめん！」と心こ晴はるは謝あやまるつもりで駆かけ寄よったが、目めの前まえの光こう景けいに別べつの言こと葉ばにすり替かわってしまった。

「わぁ、なにこれ！　綺き麗れい！」

「ほんとに、綺き麗れいだよね」

　心こ晴はるの感かん嘆たんに続つづいて幸こう太たもうなずいた。

　２人ふたりの正しょう面めんはロータリーだ。

　車くるまやバスをスムーズに循じゅん環かんさせるために円えんを描えがいている道どう路ろ。

　その中ちゅう央おうに直ちょっ径けい10メートルほどの島しまがあり、ロータリーと呼よばれている。

　普ふ段だんは芝しば生ふの地じ面めんに植しょく栽さいがされて高たかい時と計けい塔とうが立たっているだけだ。

　しかし今いまはそこにはまばゆいものが出で来きていた。




　光ひかりのクリスマス・ケーキ！




　数すう年ねん前まえに見みたときよりも大おお仕じ掛かけだった。

　びっしりと飾かざられた白はく色しょくＬエルＥイーＤディー電でん球きゅうがホワイトクリームになり、その上うえに赤あかい灯あかりが所ところ々どころでイチゴを形かたち作づくっていた。そして、ロウソクに見み立たてられたオレンジの灯あかりが何なん本ぼんも立たっている。

　目めの前まえを通つう過かする車くるまやバスの灯あかりが光ひかりの風かぜとなり、オレンジ色いろの炎ほのおを揺ゆらしているようだった。

「コウちゃん、連つれてきてくれてありがとう」

　心こ晴はるは幸こう太たに身みを寄よせるようにして礼れいを言いった。

　幸こう太たは照てれて頭あたまをかいた。

「うん、あのさ、さっきはごめん。なんか急きゅうに照てれくさくなって……。あのさ……僕ぼく、コハルちゃんと一いっ緒しょに何なにかをしたかったんだ」

　幸こう太たはたどたどしく語かたった。

　心こ晴はるはそんな幸こう太たが可愛かわいく見みえて、思おもわず笑えみがこぼれてしまう。

「うん、私わたしもコウちゃんとこれを見みられてうれしい。それに、来らい年ねんも一いっ緒しょに見みたい。出で来きたら、同おなじ高こう校こうに進しん学がくして高こう校こう生せいになっても──」




「なんで、あんな所ところに居いるんだろ──？」




　幸こう太たの言こと葉ばはあまりにふいだった。

　自じ分ぶんの大だい事じな気き持もちを伝つたえようとしていた心こ晴はるは目めを白しろ黒くろさせるばかり。

　幸こう太たは光ひかりのケーキを指ゆびさす。

「ねぇ、おかしいよね。ロータリーには普ふ通つうは入はいれないのにね」

「え？　どういうこと？　誰だれか居いるの？」

　心こ晴はるがたずねると、「ほら、あそこ」と幸こう太たはなおさらに腕うでを伸のばして指ゆびさす。

　そこはＬエルＥイーＤディー電でん球きゅうのまばゆい光ひかりが明めい滅めつしていて、心こ晴はるには誰だれかが居いるようには見みえなかった。

「ごめん、どこに居いるの？」

「ほら、あそこだって。白しろいコートを着きた女おんなの人ひとだよ」

　どうも時と計けい塔とうの支し柱ちゅうのあたりらしい。

　心こ晴はるはまぶしいから見みえないのだと思おもい目めを細ほそめる。

　しかし、幸こう太たの指さし示しめす場ば所しょに人ひとの姿すがたは見みえない。

「ごめん、私わたしには分わからないよ」

「髪かみが長ながくて、すごく綺き麗れいな女おんなの人ひとだよ。ほら、あれだよ。コハルちゃんには見みえないの？」

　幸こう太たは心こ晴はるに語かたりかけているが、目めはロータリーに釘くぎ付づけになっている。

　さっきまで自じ分ぶんに思おもいを寄よせていると思おもった幸こう太た。

　しかし、その心こころは突とつ然ぜん、別べつの所ところに行いってしまったようだ。

　心こ晴はるの気き持もちがしぼんでいく。

「あそこに、綺き麗れいな女おんなの人ひとが居いるんだよ」

　幸こう太たは再ふたたびそう言いうが、心こ晴はるには人ひとが居いるように見みえない。
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　周しゅう囲いを見み回まわすと、ロータリーの周しゅう囲いをバス、タクシー、自じ家か用よう車しゃがせわしなく回まわっている。

　こんな道どう路ろを人ひとが渡わたるのはあまりに危き険けんだ。

「ねぇ、コウちゃん、あそこに人ひとが居いるとしても作さ業ぎょう員いんの人ひとだよ。髪かみの長ながい白しろいコートの女おんなの人ひとなんて居いないよ。灯あかりのせいでそう見みえるだけだよ」

　だが、幸こう太たは首くびを大おおきく振ふった。

「いや、居いる。あそこに居いるよ」

　幸こう太たはロータリーを見みたままボソリとつぶやいた。

　心こ晴はるはなんだか怖こわくなってきた。

「コウちゃん、もう帰かえろうよ」

「居いるんだよ。あそこに……」

「コウちゃん！　帰かえろう！」

　心こ晴はるは幸こう太たの袖そでをつかんで後うしろに引ひいた。

　それなのに、幸こう太たは──、

「ほら、女おんながこっちを見みてる……」

「コウちゃん！　やめて！」

　冬ふゆの冷れい気きより冷つめたい何なにかが、心こ晴はるの身体からだをつらぬいた。




　ガァァァ！　ギ、ギィィィ！




　目めの前まえにバスが停とまった。

　幸こう太たの視し界かいが遮さえぎられ、光ひかりのケーキは味あじ気けないバスの車しゃ体たいに変かわる。




　幸こう太たがハッとした様よう子すで周しゅう囲いを見み回まわした。




「あれ？　コハルちゃん、今いま、僕ぼく……？」

「今いま、僕ぼくって？」

　心こ晴はるは怪け訝げんに思おもって聞きき返かえした。

　すると、シュー、と音おとがして、バスのドアが開ひらいた。そして、乗じょう客きゃく達たちが下おりてくる。

「この停てい留りゅう所じょは降こう車しゃ専せん用ようです。こちらからのご乗じょう車しゃは出で来きません」

　バスの運うん転てん手しゅのアナウンスが響ひびく。

　どうやら心こ晴はると幸こう太たが『降こう車しゃ場じょう』からバスに乗のろうとしていると勘かん違ちがいしたようだ。

「コウちゃん、帰かえろう」と心こ晴はるは幸こう太たの手てを引ひいた。




　駅えき舎しゃの北きた口ぐちから南みなみ口ぐちに抜ぬけて家いえ路じを歩あるく間あいだ、心こ晴はるは幸こう太たにさっきのことをたずねた。

「コハルちゃんとケーキのイルミネーションが綺き麗れいだね、って言いって見みてたのは覚おぼえてるんだ。でも、その後あと、ぼうっとしちゃって……」

「その後あとのこと、本ほん当とうに覚おぼえてないの？」

「僕ぼく、なにか変へんなことしたの？」

「変へんなことをしたというか……」

「僕ぼく、どれくらいの時じ間かん、ぼんやりしてたの？」

「どれくらいの時じ間かんって……」

　心こ晴はるは正しょう直じきな話はなしをする気きになれなかった。

　怖こわかったのだ。

　以い前ぜんから幸こう太たを大たい切せつな友とも達だちだと思おもっていた。

　そんな風ふうに思おもえる友ゆう人じんは幼おさななじみの丸まる山やま珠たま紀きくらいで、男だん子しでは初はじめてだ。

　今日きょうをきっかけに、もっともっと仲なか良よくなれると思おもっていたのに……。

　でも、「白しろいコートの女おんなの人ひとが見みえる」と幸こう太たが言いい出だして、おかしなことになった。

　それをわざわざ幸こう太たに確かく認にんしたら、全ぜん部ぶが壊こわれてしまう気きがした。

　だから、「どれくらいの時じ間かん、ぼんやりしてたの？」の問といにはこう答こたえることにした。




「少すこしの間あいだだったよ。毎まい日にち、根こんを詰つめて勉べん強きょうしてるから、ちょっとぼんやりしちゃったんだよ」




　その答こたえを聞きいた幸こう太たは安あん心しんしてほほえんだ。

「そっか、じゃ、良よかった」

「変へんなことを言いったり、やったりもしてなかったよ。心しん配ぱいしないで」

　ニッコリと語かたりかける心こ晴はるに幸こう太たはますます安あん心しんしたようだ。

「ありがとう。じゃ、また明日あしたね」

　気き付づくと心こ晴はるのマンションの前まえに来きていた。

　幸こう太たは住じゅう宅たく街がいの中なかに走はしり出だし、一度どふりかえると手てを振ふって再ふたたび走はしり出だした。

　心こ晴はるはその背せ中なかを不ふ安あんげな表ひょう情じょうで見み送おくった。

　そして思おもう。

（あんな風ふうにおかしくなったのは、きっとコウちゃんのせいじゃない！）
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　翌よく朝あさ。

　学がっ校こうに登とう校こうした心こ晴はるは、丸まる山やま珠たま紀きの教きょう室しつに向むかった。

　珠たま紀きは幼よう稚ち園えんから一いっ緒しょの親しん友ゆうだが、今いまは別べつのクラスになっている。

　どんなことでも相そう談だんできるし、しかも心こ晴はるよりも社しゃ交こう的てきで友とも達だちも多おおかった。

　いろいろな情じょう報ほうを持もっているありがたい存そん在ざいだった。

　昨日きのうのことを話はなすと親しん友ゆうはまず喜よろこんだ。

「良よかったじゃん、田た中なか幸こう太たくんと仲なか良よくなれて！」

「そうだけど……」

　昨さく夜やのことを思おもい出だしてうつむいた心こ晴はるに、珠たま紀きは重おもい口くちを開ひらいた。

「まあ確たしかにその女おんなのことは気きになるね。……あのさ、幼よう稚ち園えんの時ときのノリちゃんを覚おぼえてる？」

「私し立りつの小しょう学がっ校こうに行いった子こでしょ？　もう全ぜん然ぜん会あってないけど……」

「私わたし、家いえが近ちかいからたまに会あうのね。それで、一昨日おとといも会あったんだけど、変へんな話はなしを聞きかされたの」

「変へんな話はなし？」

　珠たま紀きはうなずくと幼よう稚ち園えんの時ときの友とも達だちから聞きいた話はなしを語かたり始はじめる。

「ノリちゃんの同どう級きゅう生せいでこっちに住すんでる子こが居いるそうなのね。それで学がっ校こうの後あとに２人ふたりで駅えき前まえのカラオケに行いくことにしたんだって。それが１週しゅう間かん前まえのことだったそうだけど……、あ、違ちがうな。10日か前まえって言いってたかな……」

　珠たま紀きは親しん友ゆうに間ま違ちがった情じょう報ほうを与あたえてはいけないと思おもったようだ。

　しかし、話はなしが途と切ぎれたことで、『変へんな話はなし』がよほどなのかと心こ晴はるの不ふ安あんが増ました。

「いや、やっぱり１週しゅう間かん前まえって聞きいた記き憶おくがある。それでね、その日ひのノリちゃんはクラブ活かつ動どうがあって一いっ緒しょに下げ校こうできなかったんで、北きた口ぐちの駅えき前まえロータリーで待まち合あわせることにしたそうなのね。この時じ期きはロータリーのイルミネーションが綺き麗れいだからね。その待まち合あわせ時じ間かんが５時じだったかな……。あれ？　５時じ半はんだったかな……？」

　話はなしが途と切ぎれると不ふ安あんが膨ふくらむので、心こ晴はるはとにかく話はなしを前まえに進すすめて欲ほしかった。

「あのさ、この話はなしに時じ間かんはそんなに大たい切せつなの？」

「あ、時じ間かんは重じゅう要ようじゃないから５時じにしとくね。ところが、ノリちゃんのクラブでちょっとトラブルがあって、５時じどころか、６時じにも行いけないことになったんだって。それで、スマホで連れん絡らくを入いれたけど、その友とも達だちの電でん源げんが切きれてるらしくて連れん絡らくが付つかなかったそうなの。でも、どうしようもないからね」

　珠たま紀きは喉のどが痛いたくなったのか、そこで一いち度ど咳せき払ばらいをして、再ふたたび話はなしを始はじめた。

「でね、クラブのトラブルもやっと落おち着ついて下げ校こうして、家いえに着ついたら７時じ位くらいだったそうなの。それで、その友とも達だちにもう一いち度ど、謝あやまりのメッセージを入いれたんだって」

　そこまで話はなしをした珠たま紀きは自じ分ぶんも怖こわくなってしまったようで、再ふたたび話はなしを途と切ぎれさせた。

　しかし、心こ晴はるは早はやく続つづきを聞ききたい。

「謝あやまりのメッセージを入いれて、それで、どうなったの？」

「うん、それでね。謝あやまりの連れん絡らくを入いれたら、その友とも達だちから、『なに言いってるの？　今日きょうのカラオケ、すごく楽たのしかったじゃない』って返へん信しんが来きたって言いうの」

「え？　どういうこと？」

「だから、その友とも達だちはノリちゃんとカラオケに行いったんだって」

「ノリちゃんは学がっ校こうに居いたのに？」

　珠たま紀きはゾッとしつつうなずいた。

「そうなんだって。それで、『私わたしが２人ふたり居いるわけがない』ってノリちゃんが友とも達だちに言いったら、『そういえば、ノリちゃんじゃなかったかもしれない』って、その友とも達だちは言いい出だしたそうなの」

「え？　意い味みが分わからない」

「なんかね、北きた口ぐちの駅えき前まえロータリーの前まえに居いたら髪かみの長ながい白しろいコートを着きた女おんなの人ひとが来きたんだって。でも、友とも達だちはなぜかその人ひとをノリちゃんだと思おもってカラオケで遊あそんじゃったそうなの……」

「髪かみの長ながい白しろいコートの女おんな……？」

「田た中なか幸こう太たくんが見みた人ひとと同おなじだよね」

　心こ晴はるはゾッとしてうなずいた。
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「それに……」と珠たま紀きは再ふたたび口くちを開ひらいた。

「まだ、何なにかあるの？」と心こ晴はる。

「うん……実じつは、ノリちゃんのその友とも達だちは、その後ご、入にゅう院いんしたって……」

「えっ!?　入にゅう院いん？　なんで？」

「それが、入にゅう院いんしたとしか分わからないんだって。友とも達だちの家か族ぞくはノリちゃんに、入にゅう院いんしたとだけしか教おしえてくれないんだって」

　心こ晴はるの背せ中なかに悪お寒かんが走はしった。




　その日ひの心こ晴はるは、学がっ校こうの授じゅ業ぎょうがほとんど頭あたまに入はいらなかった。

　幸こう太たのことが気きになって仕し方かたない。

　でも幸こう太たの家いえは厳きびしくてスマホを持もたせてもらっていないから、様よう子すをきくには自じ宅たくを訪たずねるしかない。

　でも、いきなり訪たずねたら何なに事ごとかと幸こう太たの親おやは驚おどろくだろう。

　それに、昨日きのうは自じ習しゅう室しつで勉べん強きょうをすると噓うそをついて北きた口ぐちに行いったのだ。

　本ほん当とうのことは説せつ明めいできない……。

　──歯はがゆい。

　以い前ぜん、何なにかの本ほんに記しるしてあった言こと葉ばが頭あたまに浮うかんだ。

　何なにかしようとしても何なにも出で来きない。

　今いまの心こ晴はるは幸こう太たのために何なにも出で来きない。

　それにしても、『髪かみの長ながい白しろいコートの女おんな』は何なに者ものなのか？

　なぜ北きた口ぐちの駅えき前まえロータリーのあたりにいるのか？

　そんなことを考かんがえていたらハタと気き付づいた。

（幸こう太たとノリちゃんの友とも達だちがその女おんなに出で会あってるんだよね。だったら、他ほかにも会あったことがある人ひとがいるんじゃないかな？）




「北きた口ぐちの駅えき前まえロータリーのあたりで髪かみの長ながい白しろいコートの女おんなを見みかけたって話はなしを聞きいたことない？」

　昼ひる休やすみに、心こ晴はるは仲なかの良よいクラスメイトの数すう人にんにたずねてみた。

　１人ひとり目め、２人ふたり目めは「何なにそれ？」ときょとんとするだけだった。

　だが、３人にん目めは──。

「あ、それ、小しょう学がっ校こうの時ときの友とも達だちが、見みたって言いってた」

「え？　ほんとに？」

「うん、白しろいコートの女おんながロータリーの真まん中なかに立たってるのを見みたけど、家か族ぞくも誰だれも信しんじてくれないって愚ぐ痴ちってた」

「ね、それっていつ頃ごろの話はなし？」

「私わたしが話はなしを聞きいたのが４、５日にち前まえだったから、彼かの女じょが目もく撃げきしたのはその更さらに３、４日か前まえじゃないかな」

「だいたい１週しゅう間かん前まえか……。あのさ、その子こ、元げん気きにしてる？　入にゅう院いんしてない？」

　それまでは饒じょう舌ぜつに語かたってくれていたクラスメイトが、いきなり睨にらんできた。

「なに、それ？　私わたしの友とも達だちが病びょう気きか怪け我がでもすると言いいたいの？」

「あ、ごめん。そんなつもりじゃないんだけど……」

　心こ晴はるは心しん配ぱいになり幸こう太たの中ちゅう学がくがあるであろう窓まどの外そとを眺ながめた。

　冬ふゆの頼たよりない午ご後ごの日ひ射ざしが町まちを照てらしていた。
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　傾かたむいた日ひ射ざしで長ながく伸のびた影かげが、住じゅう宅たく街がいの道みちを歩あるいている。

　少しょう年ねんと犬いぬの影かげ、それはフシギとジミーだ。

「フシギ、この町まちに青あおい傘かさの男おとこがおるんかい？」

「残ざん念ねんながら少すこし遅おそかったようだね」

「じゃあ、立たち寄よっても仕し方かたないやろ」

「でも、感かんじるんだ」

「感かんじるって、都と市し伝でん説せつか？」

「ああ、ヒミツはこの町まちの都と市し伝でん説せつを具ぐ現げん化かさせたようだ」

「それはどんなや？」

「怨おん念ねんだよ」

「怨おん念ねん？」

「ああ、放ほうっておけば死し人にんが出でるだろう」

「なら、急いそがんと」

　フシギとジミーは足あし早ばやに町まちの中ちゅう心しん部ぶに向むかい始はじめた。




　あたりがくれなずむ頃ころ、家いえに帰かえった心こ晴はるは、直すぐに塾じゅくに出でかける支し度たくをした。

「今日きょうはずいぶんと早はやく行いくのね？　まだ夕ゆう飯はん出で来きないわよ」

　娘むすめの食しょく事じの心しん配ぱいをした母はは親おやがたずねてきたが、「今日きょうは帰かえったら食たべるよ。宿しゅく題だいがいっぱい出でたから、自じ習しゅう室しつで頑がん張ばろうと思おもってるんだ」と心こ晴はるは答こたえた。

　でも、本ほん当とうは塾じゅくの前まえに幸こう太たの家いえを訪たずねようと考かんがえていたのだ。

　その時とき、突とつ然ぜん、心こ晴はるは閃ひらめいた。

「ねぇ、お母かあさん、今いまさ、学がっ校こうで都と市し伝でん説せつが流行はやってるんだけど、北きた口ぐちの駅えき前まえロータリーのあたりで変へんな噂うわさを聞きいたことない？」

「ええ？　都と市し伝でん説せつ？　都と市し伝でん説せつって怪かい談だんみたいなこと？」

「うん、怪かい談だんも含ふくまれると思おもう」

「そうねぇ」と考かんがえ出だした母はは親おやは「そういえば……」とつぶやいた。

「え？　なに？」と心こ晴はる。

「昔むかし、あのロータリーが出で来きた頃ころに事じ故こ死しした女じょ性せいがいて、その幽ゆう霊れいが出でるって噂うわさがあったわね」

「うそ？　その女おんなの幽ゆう霊れいってどんな服ふくを着きてたの？　それ、知しらない？」

「白しろいコートを着きた幽ゆう霊れいだって噂うわさだったけどね。その幽ゆう霊れいに出で会あうと魂たましいを取とられるって話はなしだったわね」

「魂たましいを取とられる……」

　心こ晴はるの全ぜん身しんがあわ立だった。




　暗くらくなり始はじめた住じゅう宅たく街がいの道みちを、心こ晴はるはけんめいに走はしっていた。

　幸こう太たの無ぶ事じを確かく認にんしたい一いっ心しんだった。

　幸こう太たの家いえには一度ど行いっただけだが、道みちは覚おぼえている。

　以い前ぜん、心こ晴はるの教きょう科か書しょを幸こう太たが間ま違ちがえて持もって帰かえってしまったときに、訪たずねたことがあったのだ。

　あの時ときは仲なかの良よい友とも達だちの家いえを訪たずねるのにウキウキしていた。

　でも、今いまは不ふ安あんで不ふ安あんで仕し方かたない。

（もう北きた口ぐちのロータリーに行いっちゃダメよ！　そう忠ちゅう告こくしなければ！）




　ピンポーン──

　心こ晴はるは一いっ軒けん家やの玄げん関かんのチャイムを押おした。

　幸こう太たの両りょう親しんは共とも働ばたらきだ。

　この時じ間かんは学がっ校こうから帰かえってきた幸こう太ただけが家いえに居いるかもしれない。

　だとしたら、玄げん関かん扉とびらを開あけるのは幸こう太たのはずだ。

　幸こう太たの顔かおをいち早はやく見みたかった。

　ガチャ！

　意い外がいなほど早はやく玄げん関かん扉とびらが開ひらいた。

「コウちゃん！」

　つい口くちを衝ついて出でてしまった。

　しかし、扉とびらの向むこうから出でてきたのは幸こう太たの母はは親おやだった。

「心こ晴はるちゃん、いま、連れん絡らくしようと思おもってたの」

「なぜですか？」

「幸こう太たが居いなくなったの。心こ晴はるちゃんは心こころ当あたりないかと思おもって……」

「え？」

「今朝けさ、幸こう太たの様よう子すがおかしかったから、学がっ校こうを休やすませて、心しん配ぱいなので私わたしも会かい社しゃを休やすんで家いえに居いたの。でも、さっき、いつの間まにか居いなくなっていて。学がっ校こうにも塾じゅくにも来きてないって話はなしだし、心こころ当あたりを連れん絡らくしたけど分わからなくて」

「様よう子すがおかしいって、どんな感かんじだったんですか？」

「それが、『女おんなの人ひとが呼よんでる。女おんなの人ひとの所ところに行いかなきゃ』ってつぶやいてて……」

　強きょう烈れつな悪お寒かんが全ぜん身しんをつらぬいた心こ晴はるは次つぎの瞬しゅん間かん、無む我が夢む中ちゅうで走はしり出だしていた。

「心こ晴はるちゃん！　どうしたの!?」

　心こ晴はるの耳みみに幸こう太たの母はは親おやの呼よびかけは入はいらなかった。
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　北きた口ぐち駅えき前まえロータリーの正しょう面めん、バスの停てい留りゅう所じょの近ちかくに幸こう太たが立たっていた。

　幸こう太たは目めの前まえを通つう過かするバスやタクシー、自じ家か用よう車しゃ越ごしに何なにかを見みていた。

　光ひかりのクリスマス・ケーキが、日ひの暮くれたロータリーの中なかで輝かがやいている。

　その電でん飾しょくの中なかの時と計けい塔とうの支し柱ちゅうのあたりに立たつ髪かみの長ながい白しろいコートの女おんな。

　じっと見みつめていた幸こう太たが、ふっと笑え顔がおになった。

「そっちに行いけば良いいんですね……」

　つぶやく幸こう太たの目めは、光ひかりのケーキの中なかの女おんなを見みている。

　女おんなはいつの間まにか、片かた手てをあげて手て招まねきをしていた。




「今いま、そっちに行いきます」




　幸こう太たは車くるまが行いき交かう道どう路ろに向むかって歩あるき出だす。

　端はたから見みると、バス停てい近ちかくで少しょう年ねんがバスを待まっているようにしか見みえない。

「分わかりました。いま行いきます」

　幸こう太たは道どう路ろに踏ふみ出だした。
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　北きた口ぐちの階かい段だんを駆かけ下おりた心こ晴はるの目めに、道どう路ろに向むかって一いっ直ちょく線せんに歩あるく幸こう太たの姿すがたが飛とびこんできた。

「コウちゃん！　ダメっ！」

　心こ晴はるは叫さけんで、全ぜん速そく力りょくで幸こう太たに駆かけ寄よる。

　だが、幸こう太たは何なにかに誘いざなわれるように車くるまが走はしる道どう路ろに出でて行いこうとしている。

「はい、今いま行いきます」

　うわごとのようにつぶやく幸こう太たに、心こ晴はるは後うしろから飛とびついた。

　その勢いきおいで、心こ晴はると幸こう太たは重かさなるように歩ほ道どうへ転ころがった。

「コウちゃん、しっかりして！」

　心こ晴はるが幸こう太たを揺ゆすると、ハッと幸こう太たが正しょう気きを取とり戻もどした。

「コハルちゃん！」

「良よかった」

　心こ晴はるはホッとして幸こう太たに抱だきついた。




　邪じゃ魔まするなっ！　こっちにおいで！




　ロータリーの光ひかりのケーキを後うしろ手でに、長ながい髪かみを振ふり乱みだした女おんなが近ちかづいてきた。

　その姿すがたは心こ晴はるにも見みえた。

　長ながい髪かみを蛇へびのように舞まい上あがらせて凄すさまじい形ぎょう相そうの女おんながこっちに向むかってくる。

　この世よの者ものでない女おんなの身体からだをバスや車くるまは走はしり抜ぬけていく。




　さあ、こっちにおいで！




　道どう路ろの真まん中なかまで出でてきた女おんなが手て招まねきをする。




　こっちにおいで！　おいでっ！




「あ、僕ぼく、行いかなきゃ！」

　幸こう太たは再ふたたび道どう路ろに出でようと立たち上あがった。

「コウちゃん!!」

　とどめる心こ晴はるを振ふり切きって幸こう太たは道どう路ろに飛とび出だそうとする。

　その時とき──、




「やめるんや！」




　黄き色いろいフードの犬いぬが幸こう太たに体たい当あたりした。

「わぁっ！」

　幸こう太たがのけぞって再ふたたび歩ほ道どうに転ころがり戻もどった。

　その背はい後ごから呪じゅ文もんが聞きこえる。




　セラテイロノ　セツウイロノ　シャ・エイ
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　ふり向むくと、赤あかいフードをかぶった少しょう年ねんが、白しろいコートの女おんなに赤あかい手て帳ちょうを向むけていた。




　次つぎの瞬しゅん間かん、女おんなの身体からだから奇き妙みょうなマークが現あらわれた。




　あぁぁぁっ！




　女おんなの断だん末まつ魔まが聞きこえ、奇き妙みょうなマークがキラキラと輝かがやき、少しょう年ねんの開ひらかれた手て帳ちょうのページに反はん転てんして写うつし取とられた。

「コウちゃん、しっかりして！」

　心こ晴はるに抱かかえられた幸こう太たがうなりながらもぼんやりと我われに返かえる。

「コハルちゃん……」

「コウちゃん、良よかった」

　心こ晴はると幸こう太たは、見みつめ合あいほほえんだ。

　そして心こ晴はるは少しょう年ねんと犬いぬをいぶかしげに見みつめた。

「心こ晴はる！」

　心こ晴はるが声こえのほうにふり向むくと、親しん友ゆうが走はしってきた。

「珠たま紀き！」

「私わたし、心しん配ぱいになっちゃって……。でも、良よかった。何なに事ごともなくて」

　ふいに少しょう年ねんが、パーカーの中なかへかくすように犬いぬを抱だきあげた。

「珠たま紀き。彼かれと、そのしゃべる犬いぬが助たすけてくれたのよ」

「しゃべる犬いぬ？」

　珠たま紀きが理り解かいできずに少しょう年ねんの胸むねの中なかの犬いぬをのぞき込こもうとした。

　少しょう年ねんは心こ晴はるを見みると何なにも言いうなと、人ひと差さし指ゆびを自じ分ぶんの口くちに当あてた。

　それを見みて悟さとった心こ晴はるは「あ、彼かれが助たすけてくれて……」と珠たま紀きに言いい直なおした。

「あの、私わたしの友とも達だちを助たすけてくれてありがとうございます」

　珠たま紀きが頭あたまを下さげると、少しょう年ねんが口くちを開ひらいた。

「ひとつ教おしえて欲ほしいことがあるんだ」

　少しょう年ねんは、心こ晴はるたちに背せを向むけて、顔かおだけふりかえった。

「この辺へんで青あおい傘かさを持もった男おとこを見みなかったかい？　黒くろいフードの少しょう女じょも一いっ緒しょだったかもしれない」

「青あおい傘かさを持もった男おとこ？」

　心こ晴はるが聞きき返かえすと、脇わきから「え？　青あおい傘かさと黒くろいフード……？」と声こえがした。

　少しょう年ねんは珠たま紀きに向むいた。

「私わたし、先せん週しゅうの土ど日にちに家か族ぞくで旅りょ行こうに行いったんです。そこで、青あおい傘かさを持もった奇き妙みょうな男おとこに会あって……」

「黒くろいフードをかぶった少しょう女じょも居いたのか？」

「居いました。それで、日にち曜よう日びに帰かえろうとしたら、残ざん念ねんですねえ。もう少すこしここにいれば、いいことが起おきたのに、って青あおい傘かさを持もった男おとこが言いったんです」

「いいこと??」と少しょう年ねんの胸むな元もとで声こえがした。

　少しょう年ねんは犬いぬを制せいして、珠たま紀きにたずねる。

「青あおい傘かさの男おとこに会あったのはどこだ？」

「島しまです。……十と三み島じまです」

「十と三み島じま……」




　フシギとジミーは同どう時じにつぶやいた。
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「着ついたようやな」

　午ご後ご。

　１隻せきの客きゃく船せんが、小ちいさな島しまに到とう着ちゃくした。

「みなさま、十と三み島じまへようこそ」

　船せん内ない放ほう送そうが流ながれ、きれいな海うみと山やまが観かん光こう名めい所しょであることがアナウンスされる。

　しかし今いまは冬ふゆ。観かん光こう客きゃくはほとんど乗のっていなかった。

　タラップの前まえに、ひとりの少しょう年ねんがやってきた。

　フシギだ。

　フシギの胸むな元もとには、ジミーが身みを潜ひそめていた。

「この十と三み島じまは、イタコのいる島しまとしても有ゆう名めいです」

　アナウンスを聞きき、ジミーは胸むな元もとから顔かおだけを出だすと、タラップのそばに貼はられた、白しろ装しょう束ぞくに身みを包つつんだおばあさんが写うつっているポスターを眺ながめた。

「イタコなあ。そういう人ひととは会あったことあらへんな」

　イタコというのは、霊れいを呼よんだりすることができる、霊れい能のう力りょくを持もった巫女みこのことだ。

　写しゃ真しんのおばあさんがそのイタコのようだった。

「だけど、今いまはイタコのことより、あいつらを探さがすほうが先せん決けつやな」

　ジミーは島しまのほうを見みつめる。

　この島しまに、青あおい傘かさの男おとことヒミツがいるはずなのだ。

「とにかく探さがすしかない」

　フシギは静しずかにつぶやく。

（フシギ……）

　ジミーは、タラップを降おりるフシギに何なにかを言いいたげだったが、また言いえずにいた。

　すると、フシギがふと立たち止どまった。

「どうしたんや？」

　ジミーはそう言いいながら、ハッとする。




　都と市し伝でん説せつの気け配はいを感かんじる──。




「ジミー、急いそごう」

　フシギは険けわしい顔かおつきになると、足あしを速はやめた。
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「なあ絵え都と、なんだか妙みょうだと思おもわないか？」

　小しょう学がく５年ねん生せいの松まつ本もと哲てっ平ぺいは、道どう路ろを歩あるきながら、１歳さい年とし下したの妹いもうと・絵え都とに話はなしかけていた。

　２人ふたりは先さきほどまで、梅うめ田だのおばさんの家いえにいた。

　おばさんは今朝けさ、自じ転てん車しゃに乗のっているとき転てん倒とうして足あしを怪け我がした。

　そこで２人ふたりは、母はは親おやに言いわれて、見み舞まいの果物くだものを届とどけに行いったのだ。

　幸さいわい、おばさんはねんざをしただけで、大たいした怪け我がではなかった。

　だが、哲てっ平ぺいはある疑ぎ問もんを感かんじていた。
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　今日きょう、この町まちで不ふ幸こうな目めに遭あった人ひとが異い常じょうに多おおいのだ。




　知しっているだけでも、おばさんを入いれて４人にん目めである。

　理り由ゆうはみんなそれぞれ違ちがった。

　ほかの人ひとたちは、転ころんですり傷きずを負おったり、頭あたまを打うってたんこぶができたりしただけの軽かるい怪け我がだったが、こんなにまわりの人ひとたちが不ふ幸こうな目めに遭あうのは初はじめてだった。

「なんか、異い変へんが起おきてるような気きがするんだよなぁ」

「異い変へん？　お兄にいちゃん、ほんとそういう話はなし好すきだよね」

　哲てっ平ぺいは都と市し伝でん説せつや怖こわい話はなしが大だい好すきだった。

　何なにかあるといつも都と市し伝でん説せつのせいにするのだ。

「今いままでは、ただそう思おもっただけだったけど、今こん回かいは違ちがうじゃないか」

「どう違ちがうの？」




「だって絵え都と、お前まえ、都と市し伝でん説せつの怪かい人じんを見みたんだろ？」




　今日きょうの朝あさ。

　絵え都とは家いえの近ちかくで、見み知しらぬ２人ふたりに話はなしかけられた。

　ひとりは男おとこの人ひとで、青あおい傘かさを持もっていた。

　もうひとりは女おんなの子こで、黒くろいフードで顔かおを隠かくしていた。

　話はなしかけてきたのは男おとこの人ひとのほうで、ほほえみながらこう言いったのだという。

「今日きょうはあなたたちにとって、とてもいい日ひになりますよ」と──。




「それ絶ぜっ対たい、『青あおい傘かさの男おとこと黒くろいフードの女おんなの子こ』だと思おもうんだ」




　青あおい傘かさの男おとこと黒くろいフードの女おんなの子こは、都と市し伝でん説せつの怪かい人じんである。

　２人ふたりは、町まちから町まちへ旅たびをしていて、彼かれらが訪おとずれた町まちには、都と市し伝でん説せつの怪かい人じんや怪かい物ぶつが現あらわれ、人ひと々びとが不ふ幸こうな目めに遭あうというのだ。

「あの２人ふたりが現あらわれたから、この町まちでもみんなが怪け我がするようになったんだよ」

　哲てっ平ぺいは、この町まちに都と市し伝でん説せつの怪かい人じんが現あらわれたのだと思おもっていた。

　しかし、絵え都とは首くびを横よこにふった。

「あの人ひとたちはただの観かん光こう客きゃくだよ。服ふく装そうがたまたま怪かい人じんと似にてただけだと思おもうよ」

「だけど、見みたの家いえの近きん所じょだろ？」

　哲てっ平ぺいたちの家いえは住じゅう宅たく地ちにあるので、観かん光こう客きゃくはほとんど訪おとずれない。

「だから珍めずらしいなって思おもって、お兄にいちゃんに話はなしたんだよ」

　絵え都とは、都と市し伝でん説せつなど存そん在ざいしないと思おもっていたのだ。

　しかし、哲てっ平ぺいは絵え都との説せつ明めいにまったく納なっ得とくしていなかった。

「絶ぜっ対たい、何なにかあるはずなんだ……」

　そのとき、哲てっ平ぺいはある人じん物ぶつのことを思おもい出だした。




「大おお倉くらのおばあさんだったら、何なにか知しってるかも！」




　大おお倉くらのおばあさんは、哲てっ平ぺいと同おなじ地ち区くに住すんでいるイタコだ。

　都と市し伝でん説せつや怖こわい話はなしにくわしく、いろいろな話はなしを知しっている。

　哲てっ平ぺいがそういう話はなしを好すきになったのも、おばあさんの影えい響きょうだった。

　青あおい傘かさの男おとこと黒くろいフードの女おんなの子このことも、おばあさんから教おしえてもらったのだ。

「今いまからおばあさんのところに行いこうよ」

「ええ～、私わたしあの人ひと好すきじゃない。怖こわい話はなしばっかりするんだもん」

「なんでだよ～、優やさしくていい人ひとだろ」

「いい人ひとでもやだ！」

「ああもう、じゃあいいよ。僕ぼくひとりで行いくから！」

　哲てっ平ぺいは、絵え都とと別わかれると、おばあさんの家いえへむかった。
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「ほう、人じん面めん犬けんかい。いやあ、見みるのは初はじめてだねえ」

　ひとりのおばあさんが、家いえの縁えん側がわに座すわり、フシギとジミーを見みていた。

　皺しわだらけの顔かおに、優やさしい目めが見みえる。

　老ろう人じんは、船ふねの壁かべに貼はられていたポスターに写うつっていた、イタコの大おお倉くらのおばあさんである。

「俺おれを見みて驚おどろかへんなんて、さすがイタコやな」

「はっはっは。イタコなのは関かん係けいないよ。都と市し伝でん説せつや怖こわい話はなしは何なにもすべてが噓うそというわけじゃないからねえ」

　おばあさんはそう言いいながら、フシギをじっと見みつめた。




「君きみは、『赤あかいフードの少しょう年ねん』か。懐なつかしいねえ。子こ供どもの頃ころに聞きいたことがあるよ」




「子こ供どもの頃ころやって??」

　おばあさんの言こと葉ばに、ジミーは驚おどろく。

　同どう時じに、かつて後こう輩はい記き者しゃの斉さい藤とうが書かいた雑ざっ誌し記き事じを思おもい出だした。

　それは『顔かおのない子こ供ども』についての記き事じだ。




　×　　×　　×

　昭しょう和わ初しょ期き。

　ある山やま間あいの村むらで、住じゅう人にんたちは長なが雨あめを止とめるために、不ふ思し議ぎな能のう力りょくを持もつという双ふた子ごの兄きょう妹だいを人ひと身み御ご供くうとして捧ささげた。

　だが、厄やく災さいを招まねいてしまったようで、人ひと身み御ご供くうの儀ぎ式しきの直ちょく後ご、全ぜん住じゅう人にんがこつ然ぜんと姿すがたを消けしてしまった。

　唯ゆい一いつ、子こ供どもがひとりだけ助たすかったらしい。

　それが、双ふた子ごの兄きょう妹だいのひとりだったという。

　×　　×　　×




（昭しょう和わ初しょ期きっていうところにずっと引ひっかかってたけど、やっぱりあの記き事じはほんまやったんやな）

　ジミーは助たすかった子こ供どもというのが、フシギかヒミツのことだと思おもっていた。

（それにしても、赤あかいフードの少しょう年ねんか……）

　ジミーはフシギのほうを見みる。

　フシギもヒミツを探さがしていく内うちにいつしか都と市し伝でん説せつの１つになったのだろう。

　しかし、フシギは表ひょう情じょうをまったく変かえず、おばあさんを見みていた。

「島しまの人ひとたちが、あなたが島しまではいちばん都と市し伝でん説せつにくわしいと教おしえてくれました。この島しまにある都と市し伝でん説せつについて何なにか知しっていることはないですか？」

「この島しまにある都と市し伝でん説せつか。う～ん、そうだねえ。１つだけあるよ」

「どんな話はなしです？」




「『13日にちの金きん曜よう日び』という都と市し伝でん説せつだよ──」




　おばあさんが言いうには、この島しまに伝つたわる古ふるい伝でん承しょうなのだという。

　13日にちの金きん曜よう日びに、13個この不ふ幸こうが起おきるというのだ。

「13日にちの金きん曜ようやって？　それって今日きょうやないか！」

　今日きょうは、13日にちの金きん曜よう日びだった。

「１つ１つは軽かるく怪け我がをするとか、ねんざをするぐらいの小ちいさな不ふ幸こうらしいんだがね」

　おばあさんがそこまで言いったとき、ひとりの男おとこの子こが縁えん側がわに駆かけ込こんできた。




「それってほんとなの!?」




　哲てっ平ぺいである。

「哲てっ平ぺいくん、聞きいていたのかい？」

「おばあさん！　僕ぼくの周まわりで、今日きょう怪け我がをした人ひとがいっぱいいるんだ！」

　哲てっ平ぺいはおばあさんたちに４人にんの人ひとが怪け我がをしたことを話はなした。

「なるほど、それがこの島しまで感かんじた気け配はいか……」

　フシギがつぶやく。

「だけどおばあさんの言いったとおり、どれも軽かるい怪け我がばっかりやな」

　ジミーはホッとする。

「えっ、今いま、犬いぬが？」

　哲てっ平ぺいが驚おどろくと、ジミーはにかっと笑わらった。

「大だい丈じょう夫ぶ、取とって食たべたりせえへん。俺おれは安あん全ぜんな人じん面めん犬けんや」

「人じん面めん犬けん？　都と市し伝でん説せつの??」

　ジミーは「そや」と笑え顔がおで答こたえた。

　だが、哲てっ平ぺいは困こん惑わくした表ひょう情じょうを浮うかべていた。

「この島しまは、どうなってるの……？　13日にちの金きん曜よう日びに、人じん面めん犬けん……、それに、青あおい傘かさの男おとこと黒くろいフードの女おんなの子こまでいるなんて……」

　瞬しゅん間かん、フシギが目めを大おおきく見み開ひらいた。




「青あおい傘かさの男おとこをどこで見みたんだ!?　ヒミツはどこにいた!?」




　フシギは哲てっ平ぺいに詰つめ寄よる。

「フシギ、落おち着つくんや！」

　ジミーはあわてて間あいだに入はいった。

「え、えっと、それは……」

　哲てっ平ぺいは戸と惑まどいながらも、今朝けさ、絵え都とが会あった人ひとたちのことを話はなした。

「やはりこの島しまに２人ふたりが……」

　フシギは苦にが々にがしい表ひょう情じょうを浮うかべる。

　一いっ方ぽう、おばあさんは急きゅうに神しん妙みょうな顔かおつきになった。




「黒くろいフードの女おんなの子こが、13日にちの金きん曜よう日びの呪のろいを具ぐ現げん化かしたんだねえ」




　それを聞きき、フシギとジミーは驚おどろく。

「どうしてそんなことまで知しってるんや??」

「ああ、昔むかしちょっとあってね」

「ちょっと??」

　大おお倉くらのおばあさんはふと、哲てっ平ぺいのほうを見みた。




「このままでは、絵え都とちゃんが、命いのちにかかわる怪け我がをするかもしれないよ」




「どういうこと??」

「13日にちの金きん曜よう日びは、１つ１つは小ちいさな不ふ幸こうだけど、最さい後ごだけは違ちがうんだ。13番ばん目めに不ふ幸こうに遭あう人ひとは、命いのちにかかわる大おお怪け我がをしてしまう。そして、その13番ばん目めに不ふ幸こうな目めに遭あうのは、呪のろいにかかった張ちょう本ほん人にんなんだよ」

「それが、絵え都とってこと……？」

　哲てっ平ぺいが唖あ然ぜんとなっていると、フシギが口くちを開ひらいた。




「キミの妹いもうとはヒミツに会あった。そのとき、呪のろいのマークをつけられた可か能のう性せいがある」




　その言こと葉ばに、おばあさんが小ちいさくうなずく。

[image: ]

「そんな……」

　哲てっ平ぺいは混こん乱らんし、泣なきそうになった。

　だが、そんな哲てっ平ぺいをフシギが鋭するどい目めで見みつめた。




「泣ないている場ば合あいじゃない。まだ間まに合あう。キミの妹いもうとはどこにいるんだ！」




　　　　[image: ]




　フシギとジミーは、哲てっ平ぺいとともに、彼かれの家いえへと走はしっていた。

　絵え都とは哲てっ平ぺいと別わかれた後あと、そのまま家いえに帰かえったのだ。

「妹いもうとは助たすかるよね!?」

　走はしりながら、哲てっ平ぺいはフシギたちにたずねる。

「ぜったい助たすけたる！　フシギがおれば大だい丈じょう夫ぶや！」

　ジミーは少すこしでも元げん気きづけようと、笑え顔がおでそう言いった。

　絵え都とが呪のろいにかかった張ちょう本ほん人にんだとしても、彼かの女じょ自じ身しんが不ふ幸こうな目めに遭あうのは、13番ばん目めだ。

　哲てっ平ぺいの知しる限かぎり、怪け我がをしたのは４人にん。

　哲てっ平ぺいの知しらないところでも、怪け我がをしている人ひとは何なん人にんかいるだろう。

　だが、まだ13番ばん目めには間まに合あうはずだ。

　やがて、フシギたちは大おおきな坂さか道みちを下くだった。

　その坂さかの突つき当あたりに、哲てっ平ぺいの家いえがある。




「あら、どうしたの？　そんなに血けっ相そうを変かえて」




　家いえの前まえで掃そう除じをしていた哲てっ平ぺいの母はは親おやが首くびをひねった。

「お母かあさん！　絵え都とは??」

「リビングでテレビを見みていると思おもうけど」

「分わかった！」

　哲てっ平ぺいはフシギたちを連つれて、家いえの中なかに駆かけ込こんだ。

「リビングはいちばん奥おくのドアだよ！」

「ああ」

　フシギも手て帳ちょうを取とり出だすと、ドアを開あけた。




　だが、リビングには誰だれもいなかった。




　テレビはついたままになっていて、テーブルには食たべかけのお菓か子しと飲のみかけの飲のみ物ものが置おかれている。

「絵え都と！　どこにいるの??」

　哲てっ平ぺいはあわててほかの部へ屋やを見みに行いく。

「まさか、消きえてしまったんか……？」

　ジミーは、呪のろいのＩアイＤディーの男おとこの子このことを思おもい出だし、フシギのほうを見みた。




「いや、そうじゃない。まだ気け配はいを感かんじる──」




「絵え都と!!」

　そのとき、廊ろう下かから哲てっ平ぺいの声こえが響ひびいた。

　フシギとジミーは廊ろう下かにむかう。

　すると、哲てっ平ぺいは階かい段だんを見み上あげていた。




「どうしたの、お兄にいちゃん？」




　階かい段だんの上うえに、絵え都とがいた。

「絵え都と、大だい丈じょう夫ぶなのか？？」

「大だい丈じょう夫ぶって、私わたし、別べつに何なんともないけど。あっ、お兄にいちゃんの部へ屋やから漫まん画が借かりたよ。リビングでお菓か子し食たべながら読よもうと思おもって」

　絵え都とはそう言いうと、持もった漫まん画がを見みせながら、階かい段だんを下おりようとした。




　その瞬しゅん間かん、絵え都とは足あしが絡からまり、大おおきくバランスを崩くずした。




「きゃああ！」

「絵え都と！」

「くっ！」

　フシギは一いっ気きに階かい段だんを駆かけ上あがると、階かい段だんを落らっ下かしそうになった絵え都とを抱だきとめた。

　だが、その勢いきおいで、今こん度どはフシギがバランスを崩くずす。

「フシギ！」

　ジミーはフシギを助たすけようと階かい段だんを上あがる。

　フシギは冷れい静せいな表ひょう情じょうで、階かい段だんの壁かべに目めを走はしらせる。

　そこには、手てすりがあった。

　フシギは絵え都とを抱だいたまま宙ちゅうで身体からだを翻ひるがえし、片かた手てを手てすりに伸のばした。




　ガシッ




　フシギの手てが手てすりをつかむ。

　瞬しゅん間かん、落おちそうになった身体からだがピタリと止とまった。

「フシギ！」

　ジミーがそばまで上あがってくる。

「絵え都と！」

　哲てっ平ぺいも階かい段だんの下したから叫さけんだ。

「わ、私わたし……」

　絵え都とは目めをパチクリさせて、フシギたちを見みていた。

　そんな絵え都とをフシギは階かい段だんの上うえに降おろすと、手て帳ちょうをむけようとした。

　だが、手て帳ちょうを開ひらいた手てが止とまった。




「彼かの女じょじゃない──」




「フシギ、どういうことや！」

「彼かの女じょには、呪のろいのマークはついていない」

「なんやって!?」

　ジミーは、絵え都とのほうを見みた。

「青あおい傘かさの男おとこと、ヒミツ、黒くろいフードの女おんなの子こを見みたんとちゃうんか？」

「わっ、ワンちゃんが！」

「それはええから、教おしえるんや！」

　絵え都とは戸と惑まどいながらも、そのときの状じょう況きょうを話はなした。




「わ、私わたし、見みたよ。お母かあさんと一いっ緒しょにいるときに──」




「えええ！」

　哲てっ平ぺいは玄げん関かんのほうを見みる。

　呪のろいがかかった張ちょう本ほん人にんは、母はは親おやのほうだったのだ。

「キミはここにいるんだ」

　フシギは絵え都とにそう言いうと、階かい段だんを駆かけ下おりた。

「フシギ！」

　ジミーはあわてて後あとを追おう。

　フシギはドアを開あけ、家いえの前まえの道どう路ろにいる母はは親おやを見みた。




　すると、１台だいのトラックが坂さかを下くだってきていた。




　ジミーはトラックの運うん転てん席せきを見みてハッとする。

　運うん転てん席せきには誰だれも乗のっていない。

　坂さかに停とまっていたトラックが、サイドブレーキの利ききが甘あまかったせいで、動うごき出だしたのだ。

「逃にげるんや！」

　ジミーは母はは親おやにむかって叫さけぶ。

　だが、母はは親おやはトラックに気きづいておらず、首くびをかしげているだけだった。

　トラックはさらに坂さかを勢いきおいよく下くだり、そんな母はは親おやにむかって走はしってきた。

「くそっ！　あかん！」




「どくんだ!!」




　瞬しゅん間かん、フシギは母はは親おやのもとへ駆かけ込こむと、そのまま突つき飛とばした。

「きゃっ！」

　母はは親おやが道どう路ろの脇わきに倒たおれる。

　トラックは、そのままフシギにむかって迫せまってくる。

　もう、逃にげる時じ間かんはない。

「くっ」

　フシギは覚かく悟ごを決きめると、歯はを食くいしばった。




「そんなんあかん！！！！」




　ドンッ！




　フシギの身体からだに何なにかがぶつかった。

　それは、横よこから勢いきおいよく体たい当あたりをしたジミーだ。

　フシギの身体からだが宙ちゅうを舞まう。

　刹せつ那な、トラックが家いえの塀へいに激げき突とつした。




　ドオオオォォン




「お母かあさん！」

　哲てっ平ぺいはあわてて道どう路ろに出でると、地じ面めんに尻しりもちをついていた母はは親おやのそばに駆かけ寄よった。

「お母かあさん、大だい丈じょう夫ぶ!?」

「だ、大だい丈じょう夫ぶよ。少すこし擦すりむいただけ……」

　どうやら命いのちにかかわるような怪け我がはしていないようだ。

「よかった！　ほんとによかった！」

　哲てっ平ぺいは泣なきながら母はは親おやに抱だきついた。




　一いっ方ぽう、少すこし離はなれた道どう路ろに、ジミーとフシギが倒たおれていた。

　２人ふたりも何なんとか無ぶ事じのようだ。

「ジミー……」

　フシギはとなりに転ころがっているジミーを見みる。

　すると、ジミーは起おき上あがり、フシギをにらんだ。




「フシギ、お前まえ、何なに考かんがえてるんや！」




　もしあのままトラックに衝しょう突とつしていたら、フシギは無ぶ事じではすまなかっただろう。

　だが、フシギは「言いっただろう」と冷れい静せいに答こたえた。

「何なにがあっても、僕ぼくは呪のろいを回かい収しゅうすると──」

　フシギは立たち上あがると、母はは親おやのほうを見みて、手て帳ちょうを開ひらいた。




　セラテイロノ　セツウイロノ　シャ・エイ




　フシギは呪じゅ文もんを唱となえる。
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　次つぎの瞬しゅん間かん、母はは親おやの身体からだから奇き妙みょうなマークが現あらわれ、キラキラと輝かがやき、開ひらかれたページに反はん転てんして写うつし取とられた。

「これでもう大だい丈じょう夫ぶだ」

　フシギは哲てっ平ぺいにそう言いうと、その場ばから去さって行いこうとした。

　だがそのとき、何なにかがフシギの顔かおにむかって飛とんできた。




　パチン




　フシギの頬ほおを、前まえ脚あしの肉にく球きゅうがたたく。

　ジミーだ。




「フシギ、お前まえは全ぜん然ぜん分わかってへん！　無む茶ちゃをして死しんだら元もとも子こもないんやで！」




　ジミーはフシギをじっと見みた。

「今いままでどう言いえばええか分わからんかった。だけど、このまま言いわへんかったら後こう悔かいする。フシギ！　人ひとを救すくうんは大だい事じや！　呪のろいを回かい収しゅうするんも重じゅう要ようや！　だけどな、それでフシギが傷きずついてボロボロになってしまうのは、俺おれは見みてられへんのや！」

　ジミーは思おもい続つづけてきた気き持もちをフシギにぶつけた。

「どうすればフシギを助たすけられるのか正しょう直じき分わからへん。フシギにはみんなを救すくってもらいたいけど、それをすればするほどお前まえは死しに近ちかづいてまう。俺おれはそんなん嫌いやや！　嫌いややけど、みんなを救すくうのはやめてほしくない！　みんなを救すくって、それでなおかつフシギにも救すくわれてほしいんや！　難むずかしいのは分わかっとる。都つ合ごうがええこともよう分わかっとる。だけど、俺おれはそのためやったら何なんでもする！　だから頼たのむ！　フシギ、無む茶ちゃだけはせんといてくれ！」

　ジミー自じ身しん、自じ分ぶんの発はつ言げんに矛む盾じゅんがあることにも気きづいていた。

　呪のろいは回かい収しゅうするべきだ。

　しかし、呪のろいを回かい収しゅうすれば──フシギは死しぬ。

　それでも、ジミーはフシギを助たすけたかった。

　すると、フシギがジミーの顔かおをゆっくりと見みつめた。




「わがままだな」

[image: ]




　その顔かおは、優やさしくほほえんでいた。

「フ、フシギ……」

　フシギは、ジミーの気き持もちを理り解かいしてくれたのだ。

　ジミーはあわてて後うしろをむくと、フシギに顔かおが見みえないようにした。

　その目めには、涙なみだがあふれていた。




「行いくよ、ジミー……」




　フシギの言こと葉ばに、ジミーは後うしろをむきながら、大おおきくうなずいた。




　　　　[image: ]




　夕ゆう方がた。

　１隻せきの客きゃく船せんが、島しまを出しゅっ航こうする。

　甲かん板ぱんに、ひとりの少しょう年ねんが立たっていた。

　フシギだ。

　胸むな元もとには、ジミーが身みを潜ひそめている。

　結けっ局きょく、青あおい傘かさの男おとことヒミツはどこにもいなかった。

『13日にちの金きん曜よう日び』を具ぐ現げん化かするために島しまに渡わたっただけだったのだろうか。

　船ふねが動うごき始はじめる。

　島しまがだんだん小ちいさくなっていく。

　ジミーは泣なき疲つかれた赤あかい目めで、ぼんやりと島しまを見みていた。

　すると、ふと、フシギが口くちを開ひらいた。




「今こん度どからは気きをつけるよ。──無む茶ちゃはしない」




「フシギ……」

　ジミーは驚おどろき、フシギを見み上あげた。

　フシギはただ遠とおくを見みつめていた。

　甲かん板ぱんの上うえを、冷つめたい風かぜが吹ふき抜ぬける。

「寒さむくなってきた。船せん内ないに戻もどろう」

「あ、ああ！」

　２人ふたりは船せん内ないへと消きえていった。




　一いっ方ぽう。

　島しまの港みなとに、くるくると回まわる青あおい傘かさが見みえた。

　遠とおざかる船ふねを見みながら、傘かさを回まわす男おとこの口くち元もとが緩ゆるむ。




「ウクク、さすがフシギくん。今こん回かいも頑がん張ばって呪のろいを回かい収しゅうしましたねえ」




　青あおい傘かさの男おとこだ。

　となりには黒くろいフードをかぶった、ヒミツもいる。

　青あおい傘かさの男おとこは、不ぶ気き味みな笑えみを浮うかべながら、船ふねにむかって手てをふる。

「ほらっ、あなたも手てをふって」

　そう声こえをかけるが、ヒミツはまったく反はん応のうしない。

「まあ、いいでしょう。計けい画かくどおりになりましたからねえ」

　青あおい傘かさの男おとこはそう言いうと、身体からだをクルリと反はん転てんさせて、島しまを眺ながめた。




「フシギくん、残ざん念ねんでしたねえ。回かい収しゅうしたのが、13個こすべての不ふ幸こうが起おこった後あとだったなんて。──13日にちの金きん曜よう日びの本ほん当とうの呪のろいは、これから起おきるのですよ」




　ウク、クク、クククク──




　青あおい傘かさの男おとこの不ぶ気き味みな笑わらい声ごえが響ひびく。

　夕ゆう暮ぐれの中なか、島しまには薄うっすらと、『青あおい霧きり』がかかりはじめていた──。
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